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会長のご挨拶

東京大学大学院 教授 辻井潤 一

 経 済、政治、文化の あ らゆ る側面 で、急 速 な国際 化が進 ん でい ます。世界 各地の

情報 が瞬時 に してア クセ スで きる時代 になっ て、言葉 の壁 は、 よ り痛切 に感 じられ

る ようになって きま した。英語 に よる情報 は もち ろんの こ と、 さまざ まな 言語 によ

る情報 が計算機 ネッ トワー ク上に氾濫 して い ます が、あ る人が理 解で きるの はその

うちの ご くわずかで ある とい う事態 を迎 えてい ます。

 勿論 、ti の壁 だけが情 報の氾濫 と未消 化の原 因 ではあ りませ ん。背 景知識 の欠

如 、価値観 の差 な ど、コ ミュニ ケー シ ョンを阻害 して いる原 因は他 に もあ ります,,

ただ、背 景知 識や価値観 の差 を埋 める第一歩 に、異 なった言 語 を使 う人同 士の"コ

ミュニ ケー シ ョン"と い う、再 び言語の壁 の解消 が必 要 にな って きます。計算機 ネ

ッ トワー ク上の 多様 な言語の氾濫 はそれだ けに とど まらず、到来 しつつ ある ボー ダ

レス社 会 を先取 りした もの なので しょう。仕事 、娯 楽、旅 行 とい った、生 活の あ ら

ゆる側面 に多様 な言語の氾濫が見 られる ようになって きてい ます。

 AAMTはEAMT(ヨ ー ロッパ機械 翻訳協 会)、 AMTA(ア メ リカ機械翻 訳協 会)

とともに、機械 翻訳技術 を代 表 とす る多言語情報 処理技 術 の更 なる向一Lと有 効 な利

用 を目的 に1991年 に設立 された組織 です。設立以降 、世界 会議 である 「MT Summit

(機械翻訳 サ ミッ ト)」の運 営や各種 の講演 会 ・講習 会の 開催、あ るいは、技 術動 向

やマ ーケ ッ ト状 況の 調査 など、設立 の目的 を達成 す るため に活発 に活動 を続 け てい

ます。

 今後社会 の国際化 と計算 機 ネ ッ トワークや通信 技 術 の発 達 とともに、多 言語情報

処理の重 要性 は、 ます ます 大 き くなる と思 われ ます。 この重 要 は技術 の健全 な発展

のため に、当協 会は今後 も会員の皆様 と協力 し、 さ まざまな活動 を行 ってい く チ定

です。

 会員各位 の ご協 力 をお願いいた します。

URL:http://www.aamt.info/Japanese/message‐j.htm

URL:http:〃www.aamt.info/english/message.htm(英 文)
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綿套 ・報着禽 ・講演畿

第12回通常総会および関連行事の報告

 当協会の第12回通常総会が、6月21日(金)午 後1時 から御茶ノ水、中央大学駿河台記念館6階670号 室に

おいて開催された。

 総会後、委員会 ・研究会の活動報告会、2つ の講演会と続き、いずれ も盛会であった。

 今回の懇親会は50名 ほど参加者があ り、和気藷々とした雰囲気の中で交流パーティが行われた。

【総会当日の全体プログラム】

行 事

総  会

活動報告会

講演 会**

懇親会

内 容

第12回通常総会

 来賓挨拶 経済産業省 商務情報政策局

     情報通信機器課 矢島秀浩 課長補佐

1.開 会の辞

2.会 長挨拶 東大教授 辻井潤一

3.出 席会員の確認

   出席93名(本 人又は代理人出席26名 、委任状67名)

4.議 事録署名人の選出

5.議 案 第1号 議案2001年 度事業報告(案)

    第2号 議案2001年 度決算報告(案)

    第3号 議案2002年 度決算報告(案)

    第4号 議案2002年 度収支予算(案)

    第5号 議案役員改選(案)*

    その他、会員提案事項

6.閉 会の辞

1 技術動向調査委員会(委 員長)通 信総研 リーダー 井佐原均

 (機械翻訳の評価、UFP、 AAMT Newウ ェブサイトの紹介等)

2 市場動向調査委員会(委 員長)筑 波女子大教授 坂本義行

 (平成13年 度ベ ンダーへの調査活動の成果、集計発表等)

3 ネットワーク翻訳研究会(座 長)山 形大教授 横山晶一

(MT SummitVIDに おける研究発表、Web翻 訳 システム評価等)

1.「 機 械 翻 訳 の 社 会 的 イ ンパ ク ト」

  一 橋 大 学 助 教 授 ジ ョナサ ン ・ル イ ス

2.「 音 声 翻訳 の展 望 と情 報 の獲 得 ・利 用 」 飯 田 仁

懇 親 パ ー テ ィ (中大 駿 河 台 記 念 館1F"プ リオ ー ル")

時 間

13:00-13:45

14 :00-15:00

15:00-17:00

17:20～19:00

*  第5議 案:新 役 員 選 出 後 、 臨 時 理 事 会 が 開催 され 、 会 長 、 副 会 長 が 再 選 。

** バ ベ ル プ レ ス発 行 「eと ら んす8月 号 」 にAAMT新 ホ ー ム ペ ー ジ の 紹 介 と、 ジ ョナ サ ン ・ル イス

  先 生 、飯 田 仁 先 生 に よる 講演 会 の記 事 が カラ ー ペ ー ジ で掲 載 され ま した 。
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【AAMT役 員 名(AAMT Board Members)】

● 会 長

 President

● 副 会 長

 Vice President

● 副 会 長

 Vice President

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 理 事

 Director

● 監 事

 Auditor

● 監 事

 Auditor

辻 井 潤 一  (東 京 大 学 教 授)

Jun‐ichi Tsujii(Prof., University of Tokyo)

小 谷 泰 造 (株 式 会 社 イ ン タ ー グ ル ー プ 代 表 取 締 役 社 長)

Taizo Kotani(President, Inter Group Corporation)

河 村 進 介  (株 式 会 社 東 芝 常 務)

Shinsuke Kawamura(Vice President, Toshiba Corporation)

長 尾 真 (京 都 大 学 総 長)

Makoto Nagao(President, Kyoto University)

田 中 穂 積  (東 京 工 業 大 学 教 授)

Hozumi Tanaka (Prof., Tokyo Institute of Technology)

石 崎 俊  (慶 鷹 義 塾 大 学 教 授)

Shun Ishizaki(Prof., Keio University)

横 山 晶 一 (山 形 大 学 教 授)

Shoichi Yokoyama(Prof., Yamagata University)

飯 田 仁 (東 京 工 科 大 学 教 授)

Hitoshi lida (Prof., Tokyo University of Technology)

井 佐 原 均 (通 信 総 合 研 究 所 グ ル ー プ リ ー ダ ー)

Hitoshi Isahara(Group Leader, Communications Research Laboratory)

崔 杞 鮮(韓 国KAIST教 授)

Key‐Sun Choi(Prof., KAIST, Korea)

ウ ィ ラ ッ ト ・ソ ン ラ ー ト ラ ム ワ ー ニ ッ チ(タ イNECTECデ ィ レ ク タ ー)

Virach Sornlerdamvanich(Director, NECTEC, Thailand)

前 山 淳 次  (富 士 通 株 式 会 社 常 務 執 行 役)

Junji Maeyama(Senior Vice President, Fujitsu Ltd.)

鷲 塚 諌 (シ ャ ー プ 株 式 会 社 代 表 取 締 役 副 社 長)

Isamu Washizuka(Senior Executive Vice President, Sharp Corporation)

後 藤 敏  (日 本 電 気 株 式 会 社 支 配 人)

Satoshi Goto (Vice President, NEC Corporation)

桑 原 弘 美(株 式 会 社 日立 製 作 所 常 務)

Hiromi Kuwahara(Corporate Officer, Hitachi, Ltd.)

櫛 木 好 明  (松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 常務 取 締 役)

Yoshiaki Kushiki(Member of the Board, Matsushita Electric Co., Ltd.)

牛 尾 真 太 郎  (沖 電 気 工 業 株 式 会 社 顧 問)

Shintaro Ushio (Adviser, Oki Electric Industry Co., Ltd.)

田 中 達 雄  (社 団 法 人 電 子 情 報 技 術 産 業 協 会 専 務 理 事)

Tatsuo Tanaka (President, JEITA)

戸 田 宗 孝 (社 団 法 人 電 子 情 報 技 術 産 業 協 会 常 務 理 事)

Motoyoshi Toda(Executive Vice President, JEITA)

勝 田 美 保 子  (株 式 会 社 十 印 代 表 取 締 役 会 長)

Mihoko Katsuta(CEO, Toin Corporation)
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論 文

音声翻訳のこれまでの研究 と期待 される音声翻訳の姿
IT新 時代の人により親密な情報 アクセスとコミュニケーション支援に向けて

東京工科大学 片柳研究所 飯田 仁(AAMT理 事)

1.は じめ に

 MT-SUMMIT'97(San Diego)は コ ン ピュ ー タ

に よる機 械 翻 訳 研 究50周 年 を記 念 す る特 別 な会議 で

あ っ た。 今 日 に至 るMT研 究 の 進 展 は コ ン ピ ュ ー

タ能 力 の 増 大 と相 侯 っ て、 当初 のMT方 式 か ら 大

き く進 化 を遂 げ て き た と言 え るで あ ろ う。 さ らに 、

メデ ィアの 多様 化 に よ っ て翻 訳 機 能 の 活 か され 方 が

影響 を受 け 、翻 訳 へ の 入 出 力 の 方 式 が 変 化 して きた

とriえ る。 音声 認識 の 実 用 化 に よ り音 声 メデ ィア を

介 した音 声 翻 訳 応 用 が 登 場 す る と、 そ れ まで の テ キ

ス ト翻 訳 で は考 え られ ない 、 翻 訳 前 処理 とは 本 質 的

に 異 な る翻 訳 入力 の 課 題 が 浮 上 した 。 合 成音 声 に よ

る翻 訳 出力 の 課 題 も発 生 した 。

 本稿 で は 、音 声 翻 訳 に話 題 を絞 り、過 去約10年 の

研 究 活 動 を振 り返 って 、 実 現 され た技 術 を 見 て い き

た い。 その 上 で 、 最 近 の研 究動 向 を眺 め 、音 声翻 訳

の 実 現 の 在 り方 を議 論 し、 音 声 翻訳 シ ス テ ム と親 密

に付 き合 って い ける コ ミュニ ケ ー シ ョ ン支 援 の あ る

べ き姿 を論 じた い 。 そ して 、 今 後 の音 声 翻 訳 を 中心

とす る技 術 的 ・社 会 的 な 課題 を論 じた い。

2.音 声 翻訳 とは何 か?

 1986年 にATR自 動 翻 訳 電 話研 究 所 が 設 立 され た

こ とか らす れ ば 、過 去15年 とい うべ きで あ ろ うが 、

iY_
F 7声 翻 訳 に 関 す る 国 際 コ ン ソー シ ア ムC-STARが

発 足 した1990年 以 前 は機 械 翻 訳 や 音 声 認 識 な どの 各

要 素技 術 の研 究 段 階 で あ り、音 声 翻 訳 と して の統 合

シ ステ ム と して の研 究 はそ れ 以 降 に なる と捉 え て 良

い か と考 え る。 そ して 、そ の つ ぎの10年 の 中 心 的 な

研 究 は つ ぎの 研 究 機 関 な ら び に グ ルー プ に よ って推

進 され て き た と 見 る こ とが で き よ う。

AT&T:customer service system"How may I help

yOU?,'(9)

C-STAR UIUIII:avoluntary group of institutions

(1)

(ATR,中 国 科 学 院CAS,米 国 カ ー ネ ギ ー メ ロ ン

大 学CMU,ド イ ツSiemens社,ド イ ッ ・カ ー ル

ス ル ー 工 大 学UKA,韓 国 電 気 通 信 研 究 所ETRI,

イ タ リ ア 科 学 技 術 研 究 セ ン タ ーITCIIRST,フ ラ ン

スUniversite Joseph Fourier/CLIPSを 含 む)

MIT:Galaxy Communicator architecture(8)

NEC:INTERTALKER, interpretation software

for travel conversation(10)

SRI:speech translation attempt to build from

ATIS, etc.

VERBMOBIL UII:face-to-face negotiations(6),

(7)

 これらの説明は後ほど述べるが、音声翻訳は、音

声 として発せ られた言語を翻訳の対象とする点で、

顔を合わせていようがいまいが、実際の対話を取 り

扱 うので、音声による情報検索や質問応答などの人

間一コンピュータ間のインタフェースとしての役割

りも担 う。その ように見ると、音声翻訳 とは、機械

翻訳の入力部が音声に取って代わった機能拡張版 と

捉えるよりは、インタフェースの能力拡充の一手法

と捉えるべきか も知れない。この章では音声翻訳 と

は何であるかと言う疑問を改めて問い直 して、後続

する章で音声翻訳があるべき姿か ら過去10年 間の研

究活動を眺めてみたい。そ して、それ らの分析的な

見地から解決すべき今後の研究課題を洗い出 し、併

せて最近の研究活動から将来動向を考えてみたい。

2.1テ キス ト翻訳と音声翻訳

 テキスト翻訳あるいは書き言葉翻訳 という用語を

登場 させるきっかけを作 ったのが、音声翻訳あるい

は話 し言葉翻訳 という用語であ り、この音声翻訳と

い う用語に至るまでには、自動翻訳電話という応用

システムの呼称が登場 し、その他に音声認識結果を

翻訳の対象 とする音声対話翻訳や音声言語翻訳など

の用語 も使われてきた。それら用語の細部の使い分

けについては他稿に譲るとして、ここではテキス ト

翻訳と音声翻訳の違いについて改めて説明を試みる。
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 テキス ト翻訳 と言ってもその対象は広いが、その
一方で現状の技術 レベルでは文単位の翻訳が中心で

あり、自ずと内容理解の程度に限界がある。そのよ

うな状況下におけるテキス ト翻訳は、変換技術と言

語間双方の知識とにより、正解の訳があることを前

提にした理想的な機械翻訳モデルの上に存在すると

考えられよう。それに対し、音声翻訳の対象は、推

敲 した言語表現 とは異なり、言語音声による対話を

通して、相手の発話内容から影響 されながら、また

社会的なコミュニケーション維持のための制約を受

けながら、生成 される発話を対象とする。その発話

は状況に依存 して生成され、これまでに多くの議論

があるように、一つの発話が規範的な文法を満たす
一つの文に相当するとは限らない

。そのため、音声

翻訳ではその状況下における発話の理解と翻訳が求

められ、翻訳結果は目的言語下の文脈はもちろん、

状況に相応 しい発話であることが望 まれる。つまり、

テキスト翻訳 と音声翻訳とでは、翻訳結果である目

的言語の位置付けが異なることが分かる。その様子

を概念的に図1に 示す。図中の雲状の図は、音声翻

訳Case-2の 場合の目的言語における正解の訳 は確

定するものではなく、状況に応 じて様々な表現形を

SL

Case-1

MT

a.
. 

 Case-2、     、

     、

situation depended

      、

TL

1

solutely)correct

Ideal MT model

      六Yを 、
     濡 {r: )

     い き翻 母器 酷1
     レ・    }'

     獣 へ 声ノ
図1 テキス ト翻訳 と音声翻訳の概念的違い(12)

取 る こ と を示 して い る。

2.2音 声 翻 訳 の 狙 い と様 々 な シ ステ ム 構 成

 80年 代 の 音 声 翻 訳 あ るい は 自動 翻訳 電 話 の シ ステ

ム 構 成 を見 る と、 音 声 入 力 部 の マ イ クロ ホ ン と出 力

部 の ス ピー カー との 間 に 、 音 声 認識 モ ジュ ー ル 、翻

訳 モ ジ ュ ー ル 、 そ して 音 声 合成 モ ジュ ー ル が この 順

に線 形 に接 続 され て い る。 例 え ば 、 日本 語 と英 語 の

対 話 シ ス テ ム で は 、 こ れ ら 三種 の モ ジ ュー ル を シ ス

テ ム構 成 の 単 位 と して 、 日本 語 か ら英 語 へ の 翻 訳構

成 単 位 と英 語 か ら 日本 語 へ の 翻 訳構 成 単位 とが独 立

に 設 置 され る。 した が って 、 前 節 で 述べ た 本 来 の 痔

声 翻訳 の 姿 とは 異 な る。 しか し、現 状 の技 術 レベ ル

を 考慮 した 音 声 翻 訳 の 狙 い とそ の価 値 を考 え て み る

と、 まだ そ の位 置 付 け が 確定 して い る とは 言 え な い,、

音 声翻 訳 とは何 で あ るの か 、 つ ぎの よ うな様 々 な捉

え 方 が あ る と言 っ て い い で あ ろ う。

A-1)音 声 入 力 装 置 を備 えたMT:

 音 声 認 識 が ほ ぼ完 全 に 可能 で あれ ば 、 話 し言 葉の

 翻 訳 を実 現 す る こ とに よ り、機 械 翻 訳 の 入 力 媒 体

 を文 字 か ら音 声 へ と拡 充す る こ と に な る。 た だ し、

 音 声 認 識 モ ジ ュ ー ル は翻 訳 モ ジ ュー ル、 あ る い は

 言 語 処 理 モ ジ ュ ー ル か らは独 疏 して 、 朗 読 翻 訳 な

 どの 入 力 装 置 と して も機 能 す る。

A-2)個 別 モ ジ ュ ー ル と して の 音 声 認 識 、MT,

合 成 の 線 形 結 合 装 置:

 80年 代 の 音 声 翻 訳 に 見 られ る シス テ ム 構 成 で あ り、

 音 声 認 識 誤 りが あ って も後 戻 り訂 正 が な く、 認 識

 モ ジ ュ ー ルが 複 数 認 識 候 補 か ら もっ と も ら しい と

 判 断 す る ス コ ア に した が っ て 選択 され た 認 識結 果

 を翻訳 す る よ う に努 め る 。 そ こ に は 、 文脈 や状 況

 に よ る 判 断 が 入 ら ない独 立 した一.一文の み が 翻 訳 さ

 れ る こ とか ら、 文脈.ヒ整 合が 取 れ ない 訳 文 が訳 出

 され 、 そ れ に 基 づ くつ ぎの発 話 が 発 声 され る こ と

 か ら、 誤 りが 重 畳 して発 振 す る恐 れが 大で あ る、,

A-3)多 言 語 間 の 音声[7語 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン装

置:

 音 声 認 識 モ ジ ュ ー ル 部 に お い て、 認 識 誤 りの 訂 正

 の ため の や り取 りが発 話 者 と認 識 モ ジ ュー ル間 で

 可 能 に な れ ば 、A-1)に お け る 入 力 装 置 と して

 の 能 力 が 向 上 し、音 声 入力 装 置 を備 え た 多 言語 間

 の 対 話 あ る い は コ ミュニ ケー シ ョン装 置 に な り得
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 る。 さらに、誤った認識結果を翻訳 したとしても、

 翻訳結果を音声合成により聞いた聞き手が状況/

 文脈に整合 しない発話であれば、内容確認のため

 の発話を対をなす音声翻訳システムを介して問い

 質すことが可能となる。このように、音声認識モ

 ジュールが音声対話機能を備えるようになると、

 つまり話 し言葉の翻訳モジュールの精度が向上 し

 て、併せて音声 によるHCI(ヒ ューマ ン ・コン

 ピュータ・インタラクション)が 実現すると、単

 なる音声入力装置を備えた話し言葉翻訳 とは異な

 る多言語による音声言語コミュニケーション装置

 として位置付けられるようになる。

A-4)翻 訳機能 を備えた音声応用システム:

 音声認識の精度が飛躍的に安定してくると、音声

 入力が自在に行われ、一つの言語を対象とした音

 声による情報検索や質問応答などが可能になる。

 そして、そのような音声対話機能に翻訳モジュー

 ルを付加することで、音声対話ならびにメモ書き

 などの音声応用を必要に応じて多言語で実現する

 ことになる。そのため、翻訳モジュールは対話あ

 るいは話 し言葉の翻訳ばか りか、テキス ト翻訳の

 能力 も必要とする。

A-5)社 会システム適用に要求される総合知能を

備えたコミュニケーション装置:

 音声翻訳のシステム構成は80年代の説明でみた音

 声認識、翻訳、音声合成の各モジュールだけから

 構成 されるものではない。90年代の研究 ・開発状

 況を次章で説明することになるが、音声翻訳の実

 現だけに限っても、対話の進行状況を管理するモ

 ジュールや音声のニュアンスを捉え ・制御する韻

 律制御モジュール、話題の知識を蓄積するモジュ

 ール、各モジュールの連繋を制御するモジュール

 などが必要になってくる。そして、実社会におけ

 る実時間での人間の発話行動を異なる言語間で調

 整するために音声翻訳が位置付けられるのであれ

 ば、それらのモジュール以上に、 くだけた発話ス

 タイル、社会的語用論、意味の状況依存性、対話

 状況、人間行動、ユーザーモデリング等々へ対処

 するためのモジュールが必要となる。それらが統

 合的に実現 されるのであれば、音声翻訳は真の人

 間コ ミュニケーションを目指す装置として位置付

 けられることになる。

 ここで、五つのタイプの音声翻訳に関わる考え方

を説明 したが、A-5)は 理想であると共に、音声

言語 を介 したIT技 術の理想的な実現形態 とも言え

ると考える。次章ではこれらタイプを一つの物差 し

として、90年代の音声翻訳の研究開発が どのように

進められたかを眺めていきたい。

3.90年 代 の 音 声 翻 訳 研 究

 こ の 間の 研 究 を一 言 で ま とめ れ ば 、音 声 認 識 、MT,

合 成 の 各 モ ジ ュ ー ル に よる線 形 結 合 の シス テ ム化 と

呼 べ る だ ろ う。 つ ま り、A-2)タ イ プ の 音 声 翻 訳

が 基 本 的 に は追 究 され た と言 え る 。 た だ し、 具体 的

な実 験 シス テ ム作 成 を進 め る 中 で 、単 に結 合 す る だ

け で は不 十 分 で あ る こ とが 明 らか に な る の で 、 複数

の 音 声 認識 候 補 を音 響 的 に かつ 言 語 的 に も っ と も ら

しい候 補 に絞 り込 む プ ロ セ スや 、MTに お け る複 数

の翻 訳 手 法 を適 用 してふ さわ しい訳 を選 択 す る プ ロ

セ ス な どが 追 加 さ れ て い くこ と に な る。 ま た 、m

4)タ イプ と見 なせ る音 声応 用 シ ス テ ム の 追 究 も登

場 す る が 、 そ の狙 い か ら して線 形 結 合 とは 異 な る シ

ス テ ム全 体 の制 御 を実 行 す る ハ ブ制 御 方式 と呼 ぶべ

きモ ジ ュ ー ル結 合 方 式 も現 れ る。

 2章 で列 挙 した音 声 翻 訳 シス テ ム に つ い て 説 明 す

る が 、 つ ぎの 三節 に お い て 、複 数 組 織 が協 同 で研 究

に あ た ったC-STARコ ン ソー シ ア ム と、 ドイ ッ と

そ の周 辺 機 関が 共 同 で 立 ち上 げ た研 究 プ ロ ジェ ク ト

を 中心 に取 り上 げ る。 併 せ て 、音 声翻 訳 を 含 む音 声

応 用 シス テ ム と して研 究 開発 を 進 め たGalaxyプ ロ

ジ ェ ク トを取 り上 げ る。 他 の研 究 活 動 で あ る、AT

&T、NEC、 SRIに つ い て は 、 ま とめ て概 要 を記 す 。

3.1C-STAR vniui:音 声 翻 訳 国 際 コ ン ソ ー シ アム

(1)

 1991年 にATR!ITL(ATR自 動 翻 訳 電 話 研 究)、

CMU、 シー メ ン ス社 な らび に ド イ ツUKAの 日米

独 の 間 で研 究 協 力 協 定 が 結 ば れ、 各 研 究 機 関 が 自前

で 自国 言語 の 処 理 を担 当 し、 そ れ ぞ れの 実 験 シス テ

ム を相 玩 に提 供 し合 い 、 参 加 国 語 間の 音 声 翻 訳 実 験

を実 施 す る こ と を 目的 と した。 そ の後 、 第二 期 の コ

ン ソー シ アム が 立 ち上 が り、 シ ー メ ンス社 が抜 け る

もの の 、韓 国ETRI(電 気 通 信研 究 所)、 イ タ リアITC

/IRST(科 学 技 術 研 究 所)、 フ ラ ン スCLIPSが 参 加

し、 日韓 米 独 語 の 音 声 翻 訳 に加 え て米 独 仏 伊 間の 音
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声翻訳研究活動の基盤が作られた。第三期に至 り、

さらに中国科学院CASの 自動化研究所が この活動

に参加 し、より広範囲の音声ならびに言語に関する

ソフトウェア技術が流通するようになった。

 第一期のC-STAR I(1991年 ～1993年)に おいて

は、日米独語の音声認識と各言語への翻訳を行い、

テキスト・ベースの翻訳結果を相手研究機関に送 り、

各研究機関がそれらを自国言語に音声合成 し、出力

することを目指 した。国際会議に参加登録する際の

申込者と事務局とのや り取 りを翻訳対象の対話に限

定 した。発話の自由度は少なく、書き言葉としての

文法を満たしていることが前提であ り、使用できる

語彙も限定 されていた。

 第二期C-STAR II(1994年 ～1999年)で は、発

話に関するそれらの制約を緩めることが目標 となり、

自然な連続発声や話 し言葉として許容できる言語表

現を扱えるようになった。また、翻訳対象の範囲も

一つの限定話題に限らず、旅行計画に関するホテル

や旅行代理店などとの対話を話題にすることができ、

複数領域を扱 うことが可能となった。

 その後の第三期では、参加機関相互にソフ トの流

通を図 り、それらを流用 して各機関が発展的に応用

システム作 りを簡便に立ち上げられる基盤整備を目

標とし、現在に至っている。また、旅行用会話集な

どのテキストから文単位の対訳 コーパス作 りも進め

ている。

3.2VERBMOBIL l川(6),(7)

 1993年 に ドイ ツを 中心 に33の 研 究 グ ル ー プで16の

サ ブ プ ロジ ェ ク トを構 成 す る大 規 模 な音 声 翻訳 研 究

プ ロ ジェ ク トを 開始 した。 そ の 推 進 の 中心 機 関 は ド

イ ツ 人 工 知 能 研 究 所DFKIで あ り、ザ ー ル ブ リ ュ

ッ ケ ン大 学 の 教 授 を 兼 ね る 同 研 究 所 長Wolfgang

Wahlsterが プ ロ ジ ェ ク ト全 体 を率 い た。 こ の プ ロ

ジ ェ ク トは 第 一'期(93年 ～96年)と 第 二 期(97年 ～

2㎜ 年)と に分 け られ る。

 第.一一期 で は、 情 報 収 集 の た め の 音 声 対 話 で は な く、

対 話 者 双 方 が 交 渉 して 最 適 解 を求 め る対 話 を扱 う こ

と を 目指 した 。 対話 の 目的 が 明確 に定 ま っ た会 議 日

程 の 調 整 な どの 対 話 を扱 い 、 ビ ジ ネス 対 話 に繋 が る

プ ロ トタ イ プ シ ステ ム作 りに努 め た 。 シス テム 性 能

の 点 で は 、 翻訳 率 だ け を取 る と、80%以 上 の 精 度 で

あ る が 、対 話 を 実行 して 目的 を達 成 す る割 合 で 見 る

と、90%の 対 話 目標 の 達 成率 で あ る,,

 第 二期 で は 、携 帯 電 話 か らの 音 声 入力 を 口∫能 に し、

また`open microphone'と 口・Fぶマ イ ク入 力 も 「1∫能 に

し た。 こ れ は 、従 来 の マ イ ク 固 定 のhead set

microphoneと は 異 な り、 自 由 位 置 か ら の マ イ ク 入

力 を実 現 して い る。 取 り扱 って い る 対 話 の タ イプ で

は、 完 全 な 自 由発 話 を扱 わ ない もの の 、 対 話 の や り

取 りの 不 整 合 を修 復 す るた め の や り取 りや代 表 的 な

韻律 の 認 識 を行 い 、 さ らに 二 者 間以 ヒの 複 数発 話 者

間 の 交 渉 対話 を扱 っ て い る。

3.3MIT:Galaxy Communicator architecture(8)

 音 声 対 話 に よる ボ ス トンの 町 案 内 シ ステ ム や そ の

音 声 翻 訳 へ の 展 開 な ど を試 み て い る 、,その よ うな 経

験 を通 し、 シ ス テ ム を効 率 良 く作 成 で き、検 証 実験

な ど を同 じ基 盤 上 で 速 や か に実 施 で きる よ うな研 究

開 発 基 盤 を整 え る こ とが.一つ の 大 きな 目標 に な っ て

い った と思 わ れ る。 次 章 の シ ステ ム構 成 に お い て 、

Galaxy Communicatorと 呼 ば れ る シス テ ム の制 御

機構 をみ るが 、 当 初 はr7f3声認 識 モ ジュ ー ル を線 形 に

翻訳 モ ジ ュー ル とつ なげ て シ ステ ム を作 成 して い た

が 、 新 た な制 御 機 構 で は 、 そ の他 の モ ジ ュ ー ル も含

め 、線 形 の接 続 関 係 は 現 れ な い、,すべ て の モ ジ ュ ー

ル が制 御 機 構 の 下 で必 要 な モ ジ ュ ー ル と連 繋 で き る

よ うに な っ て い る 。

3.4AT&T, NEC, SRI

 AT&Tで は 電 話 利 用 に 関 す る 具 体 的 な 顧 客 サ ー

ビス を音 声 翻 訳 に よ り実 現 し よ う と試 み た、,"How

may I help you?"と い うオペ レー ター の 第 ・声 に象

徴 され る電 話 利 用 に関 す る利 用 者 との 質 問 応 答 が 音

声 翻 訳 の 対 象 ドメ イ ンに な る。 シ ステ ム の 構 成 はC

-STAR Iが 試 み た線 形 に接 続 す る 方式 を踏 襲 して 、

日本 語 の 認 識 や 日本 語 か ら 英語 へ の翻 訳 をATRが

担 当 した 。

 NECは1983年 にTELECOM'83に お い てtfi:界 に

先 駆 け 自動 通 訳 機 の 研 究 モ デ ル を発 表 し、 具 体 的 な

イメ ー ジ を示 す デ モ ン ス トレー シ ョ ンを行 っ て い る 。

そ の後 、 ピボ ッ ト方 式 の プ ロ トタ イプ シス テ ム作 成

や半 音 節 単 位 に 基 づ く音 声 認 識手 法 な ど の実 現 を経

て 、1991年 にINTERTALKERと 呼 ぶ 晋声 翻 訳 の

実 験 シ ス テ ム を作 成 した 。 シ ス テ ム の 構 成 はm

1)タ イ プ で あ る が 、 ピボ ッ ト方 式 の 翻 訳 モ ジ ュ ー
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ルを備えていることから、この翻訳モジュールを中

心にして音声認識 と音声合成のモジュールが付加 さ

れているように見える。さらには、英語の他にフラ

ンス語、スペイン語の音声合成モジュールが稼働す

るので、多言語翻訳のピボットモジュールに他のモ

ジュールが付加している。当時は、限定 された語彙

による旅行会話が翻訳対象であった。それ以降も継

続 して音声翻訳の研究が続けられ、新 しい方式のシ

ステムが作られているα1)。

 SRIは 米国DARPAの 下の音声認識応用課題で

あった航空機スケジュール情報の問い合わせシステ

ムATISに 翻訳機能を付加する試みを進めた。対象

となった発話は書 き言葉の文法から見て十部規範的

であるが、対話上の文脈を捉えた表現があるため、

翻訳過程では単文のみの翻訳以上の能力が必要とな

った。

4.主 要音 声 翻 訳 シ ス テ ムの シ ス テ ム構 成

 こ こで は 、 これ まで 述べ て きた音 声翻 訳 シ ス テ ム

の シ ステ ム構 成 を 見 る こ とに よ り、次 章 で試 み る音

声 翻 訳 の タ イ プ分 け の拠 り所 と した い。

 ま ず 、C-STARの 中 心 的 な 研 究 機 関 で あ っ た

CMUの90年 代 半 ば ま で の 音 声 翻 訳 シ ス テ ム

JANUS(2)は 、 そ の シ ステ ム構 成 を 図2に 示 す よ う

に、 翻 訳 モ ジュ ー ル が音 声 認識 モ ジ ュ ー ル と音 声 合

成 モ ジ ュー ル とを つ な ぐA-2)の タ イ プで あ る。

単 な る結 合 で な い こ とが分 か るが 、 そ れ は 音声 認 識

結 果 がN-best Listと い う複 数 の可 能 候 補 が 翻 訳 モ

ジ ュー ル へ の 入 力 に な り、翻 訳 モ ジ ュ ー ルで は二 種

類 の 翻訳 手 法 が試 され る点 にあ る。 その 二 種 類 の 翻

訳 手 法 は、LR解 析 法 を基 本 に して 作 成 した 素 性 構

造 か ら 目的言 語 の 文 を生 成 す る手 法 と、 意 味 記 述 用

に予 め用 意 され た意 味 フ レー ム を参 照 して入 力 文 を

直 に意 味 解 析 し、 目的 言語 表 現 を作 成 す る フ レー ム

主 導 の 翻 訳 手 法 で あ る。 と くに、 この 後 者 にお い て

は、interchange format(3)と い う中 間 言 語 に 相 当

す る意 味 記 述 を対 象 領 域 内 の 語 彙 に対 して知 識 と し

て事 前 に用 意 す る こ とか ら、 英 語 、 ドイ ツ語 、 フ ラ

ン ス語 、 イ タ リア 語 、 韓 国 語 、 日本 語 か ら見 て 必 要

十 分 な記 述 内 容 を設 計 して お く必 要 が あ る。 図2に

お け るTransferモ ジ ュ ー ル 内 の 二 つ の パ スが この

2種 の 翻 訳 手 法 を示 す 。

 一 方 、C-STARに 参 加 して い たATRは 、音 声 認

識 お よ び音 声 合 成 の 位 置 付 け はCMUと 変 わ ら な い

が 、 図3に 示 す よ う に、 翻 訳 モ ジ ュー ル は フ レ ー ズ

ご との 入 力 に した が って 漸 進 的 に翻 訳 処 理 を進 め る

用 例 翻 訳 を基 本 に稼 働 す る。 この 用 例 翻 訳 を使 う多

言 語 翻 訳 にお い て は、 各 言 語 対 ご との 用 例 翻 訳 の た

め の 用 例 知 識 を用 意 す る こ と に な る。 音 声 翻 訳 全 体

の シス テ ム は、C-STARの 第 一 期 、 第 二 期 に 対 応

してASURA(4)、 ATR-MATRIX(5)と 名 付 け られ た

統 合 シ ス テ ム と して 広 く公 開 された 。

 つ ぎ に 、VERBMOBILの シ ス テ ム 構 成 を 見 て み

る。 一期 、二 期 全 体 に渡 る プ ロ ジ ェ ク ト活 動 の 間 、

必 要 なモ ジ ュ ール は適 宜 追 加 され て い っ た と見 なせ

る。 最 終 の シ ステ ム構 成 は 概 略 で はあ る が、 凡 そ 図
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4に 示 す よ うな モ ジ ュ ー ル が 配備 され 、仔 細 に 記述

す れ ば よ り複雑 な構 成 に な る 。 また 、 各 モ ジュ ー ル

間 の情 報 の流 れ を示 す リ ン ク も よ り複 雑 に な る もの

と考 え られ る。 音 声 認 識 モ ジ ュ ー ル に追 加 され て、

韻 律 情 報 の 解 析 モ ジ ュ ー ルが 用 意 され て い る点 は新

しい。 翻 訳 モ ジ ュー ル とい う一 括 りで 捉 え る こ とは

適 当 で は な く、音 声 認 識 と音 声 合 成 との 問 には 、 翻

訳 に関 連 す る多 くの モ ジュ ー ル が 用 意 され て い る。

対 話構 造 と文脈 の観 点 か ら翻 訳 結 果 を 評価 す る モ ジ

ュー ル が あ り、対 話 構 造 と対 話展 開 に よ り生 じる制

約 に基 づ く意 味 記 述 とそ の翻 訳 結 果 は この評 価 モ ジ

ュ ー ル に よ り妥 当性 を判 断 され る。 翻 訳 手 法 に 関 し

て も、統 計 ベ ー スの 翻 訳 手 法 、事 例 主 導 の翻 訳 手 法 、

対 話 の 発 話 行 為 を 翻 訳 対 象 に 据 え たDialog-act

based翻 訳 手 法 が 同時 、あ る い は前 後 して起 動 され

る。 したが って 、 そ れ らモ ジ ュ ー ル を制 御 す る ため

に 、第 一 期 にお い て はモ ジ ュ ー ル をエ ー ジ ェ ン トと

見 立 て て 、 マ ル チ ・エ ー ジ ェ ン ト間 の 直 の コ ミュニ

ケ ー シ ョン を 自立 的 に取 る シ ステ ム 構 成 を と った 。

しか し、 モ ジュ ー ル 間 の デ ー タの 受 け 渡 しな ど重 い

処 理 を背 負 い 込 む こ とに な っ た 。 そ の た め 、 第 二期

で は 、 マ ル チ ・ブ ラ ッ クボ ー ド制御 とい うデ ー タ ・

トラ フ ィ ッ クの少 な い機 構 を 実現 した 。 そ こで は 、

モ ジュ ー ル 間 の デ ー タ受 け渡 しを 直 に行 う こ とは な

く、常 に ブ ラ ック ・ボ ー ドに書 き込 み 、他 の モ ジ ュ

ー ル は そ の ブ ラ ック ・ボ ー ドを参 照 す る こ とで情 報

の受 け渡 しを実 現 す る よ う に した。 そ の対 比 を図5

に示 す 。

レ'erb〃70δ 〃 1 r'93-'96ノ /1('97-2000)

翻 訳 とい う過 程 で は 、UOサ ー バ ーが まず 起 動 し、

音 声 入力 情 報 が 音 声 認 識 モ ジ ュ ー ルで 処 理 され 、 そ

の 結 果 が 言 語 理 解 モ ジ ュ ー ル に よ って 意味 解 釈 され 、

言 語 生 成 モ ジ ュー ル に よ り言 語 表 現 化 され て 、 テ キ

ス トース ピー チ 変 換 モ ジ ュー ル で 音 声 に 変換 され る 。

そ の結 果 はvoサ ー バ ー が駆 動 され 、音 声 出 力 が実

現 す る。Hubに よ る モ ジ ュ ー ル 間 制 御 の 機 構 を図

6に 示 す。
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図5 マ ル チ エ ー ジ ェ ン ト間 の2タ イプ の制 御 機 構

 この ブ ラ ック ・ボ ー ドに よ る制 御 機 構 に類 似 して、

Galaxy Communicatorに お い て は 、大 きな単 位 の

モ ジ ュ ー ル を対 象 と したHubと い う シ ス テ ム全 体

を制 御 す るモ ジュ ー ル が 用 意 され る。 例 えば 、 音 声

5.こ れ ま での 音 声 翻 訳 シ ス テム とは7

 こ こ で は 、2章 で示 した5種 類 の 音 声 翻 訳 シ ス テ

ムの タ イ プ と前 章 でみ た 主 要音 声 翻 訳 シ ス テム の シ

ス テム 構 成 と を関 連 付 け てみ る。 つ ぎの 対 応 付 け に

お い て 、 右 側 の シ ス テ ム 名 は前 章 で の シ ステ ム の 登

場 順 に 並べ た もの で 、 左 の シ ステ ム タ イプ との 関 係

は 実線 で 示 して い る。 破 線 は そ の 関係 が弱 い こ と を

示 す 。 ま た 、NESPOLE⑳)と い う シ ス テ ム はITCl

IRST、 CMU、 CLIPSが 中 心 と な っ て 新 た に 開 始

した音 声 ・言語 の 処 理 を包括 す る マ ル チ モ ー ダル ・

イ ン タラ ク シ ョ ン を 目指 す 国 際 コ ンソ ー シ ア ム で あ

り、e-commerce空 間 上 の操 作 な どが 主 要 目的 に な

っ て い る。

A-1:音 声入 出力装置を備えたMT

A-2:音 声認識 ・MT・合成 の    _ _

 線形結合装置

A-3:多 言梧間の音声

  コミュニケーション装置

A-4:翻 訳機 能を備えた

  音 声応用システム

A-5:総 合知能を備えた

  コミュニケーション装置

JANUS/CMU

MATRIX/ATR

VERBMOBIL/DFKI, etc

GALAXY/MR

NESPOLE/IRST, etc
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 この よ う に、 音 声 翻 訳 シ ステ ム の タ イプ 分 け を し

て み る と、 これ まで の 研 究 はA-3、 乃 至 はA-4

の タ イプ を 目指 して き た と言 え る。 現状 の技 術 レベ

ル か ら考 え て も自然 な流 れ で あ った とみ る こ とが で

き よ う、,しか し、音 声 な らび に言 語 の処 理 を統 合 し

て本 来の 音 声 の 翻 訳 を実 現 しよ う とい う観 点 か らそ

れ らシ ス テ ム をみ る と、 まだ 解 明 が 不 十 分 な研 究 課

題 が 多 い。 また 、音 声 を伴 う言 語 活 動 に お け る そ の

対 象の オ ー プ ンネ ス に対 して も、 ドメ イ ンや タス ク

を 限定 す る こ と以 外 に は 、 まだ 適 切 な 対 処 法 を 見 出

して い ない,,次 章 で は 、 これ らの 観 点 か ら今 後 の研

究 課 題 を論 じる。

6.本 来あるべき音声翻訳を実現させるための解決

 すべき課題

 音声翻訳を考える上で、..一一つの独立 したモジュー

ルとして機械翻訳部分だけを取 り上げるとすれば、

MT機 能の応用の観点から、文書生成のための翻訳、

要約などの付加機能付 き翻訳、多言語情報検索など

の翻訳機能付 き情報装置などを実現するための課題

が考えられる。また、MT技 術の応用の観点からも

重要な課題を数え上げることができる。例えば、中

間言語追究の経験を生かしたコミュニケーション言

語のような形式の創設や、 一つの言語内での用例 ・

事例 ・表現スタイルなどに基づ く同一言語による文

書生成などへの応用を目的にした課題を挙げること

ができる,,さ らには、データ収集とその効率化の観

点からみた課題や評価に関する大きな課題 も残って

いる。 しか し、ここでは音声翻訳の全体のシステム

について考えて見る。音声 ・言語の統合の観点から

みた課題、ならびに音声言語のオープンネスへの対

応の観点から見た課題について論 じる。

6.1音 声言語の統合の観点から見た課題

 音声認識がうまく機能 しない場合には、社会常識

などの背景にある知識も総動員 して、言語運用の知

識などの支援を受け、利用者である人とインタラク

ティブに誤 りの検知と修復を進めることが望ましい

と思われている。そこで、認識誤 りの修復を二つの

課題から議論する。

1-1)音 声認識誤 りの検出 ・修復

 音声認識から言語解析に至る処理過程における判

定等の決定をできる限 り遅延し、可能性を保った情

報 の 扱 い をす る こ とが 望 ま しい。 こ れ まで 、複 数 の

候 補 をn-best候 補 と して 選 定 し、 そ れ ら を つ ぎの

モ ジ ュ ー ルあ る い は処 理 過 程 に引 き継 ぐこ とを して

い る が 、n-best候 補 を確 定 す る こ と 自体 、 プ ロセ

ス ご との 断 定 的 な処 理 と変 わ りな く、音 声 か ら言語

へ とい う全 体 の 処 理 の 中 で決 定 され るべ き情 報 を切

り捨 て る可 能 性 を大 い に は らむ。 そ の ため 、判 定 プ

ロセ ス の遅 延 が 重 要 で あ り、音 声 認 識 結 果 を 単語 列

で 記 述 す るの で は な く、word-graphと い う単 語 ま

で に分 節 化 され てい ない 状 態 を記 述 し、言 語 処 理 側

も単 語 以 前 の 状 態 を記 述 単 位 とす る処 理 能 力 の拡 張

が 必 要 とな る。 さ らに は 、認 識 誤 りを 含 む 単語 以前

の 記 述 状 態 を取 り扱 う点 で 、部 分 情 報 の判 断 を 一一層

強 化 す る こ と も必 要 とな る。 その 部 分 情 報 の 判 断 を

意 味 処 理 に依 拠 す るcontent-spottingや 部 分 解 析 、

部 分 翻 訳 の 具 体 的手 法 の 実 現 が求 め られ る,,

1-2)イ ンタ ラ ク シ ョ ンを 介 した誤 りの 回避

 従 来 よ り、認 識 誤 りが 生 じて も、利 用者 に 聞 き返

した り、確 認 した りす る イ ン タラ クテ ィブ な 対 話 に

よ り、誤 りを 回避 で きる と言 わ れ て きた。 しか し、

聞 き返 され て も、 同 じ発 声 や 同 じ句 を発 して い た の

で は 、 同 じ誤 りを繰 り返 す可 能性 は 大 き く、 これ ら

に関 わ る認 識 誤 り回避 の 対 話 は収 束 す る よ り も発振

を招 く危 険 性 が 大 で あ る 。 こ こで 、誤 り部 分 を問 い

質 し、 聞 き返 す こ とは イ ン タ フェ ー ス と して 基 本 の

動 作 で あ る こ と か ら、そ の前 提 の 下 で如 何 に対 処 す

るか が 問題 とな る。 つ ま り、 問題 は そ の確 認 ・修 復

行 為 を確 実 に実 行 で きる こ とが問 題 とな る 。 そ の た

め に、 オ ウ ム返 しの 聞 き返 しな どは不 適 当 で 、他 の

同 等 な 内容 を表 す 表 現 を使 うこ とが有 効 で あ り、 言

換 えの 技 術 を生 か した対 話 に よる誤 り修 復 の研 究 が

重 要 と な る。 ま た、 確 認 の た めの 聞 き返 し も、 発話

内 容 を膨 ら ませ る こ とか ら作 られ る条 件 付 きの 表現

を使 う こ とで 、 確 認 内 容 を よ り限 定 的 に し、思 い込

み や 誤 解 な ど を 回避 す る こ とが望 まれ る。

 そ の 一一方 で 、 誤 りを如 何 に修 復 し調 整 して い る か

を明 らか にす る ため の 修 復 調 整 行 為 の発 話 デ ー タの

蓄 積 が 求 め られ 、 よ り 一層 の 社 会 的 な語 用 論 調 査 の

た め の コー パ ス作 りが 望 まれ る。

6.2音 声 言 語 の オ ー プ ン ネ ス対 応 か ら見 た 課 題

 音 声 翻 訳 の シ ステ ム 能 力 を規 定 す る ドメ イ ンな ら

び に タ ス ク のportability(異 な る ドメ イ ンや タ ス
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クに適 用 で きる 能 力 が高 い 、 あ る い は 差異 を学 習 な

どに よっ てす ぐに吸 収 で きる能 力 を表 す。 融 通 性 に

優 れ た能 力 と もい え る。)を高 め る こ とで 、随 意 性 の

大 きい 音 声 言 語 活 動 に対 処 す る こ とが 求 め られ る。

そ の た め の 試 み と して 、最 近 のJANUS !CMU h

の 意 味 概 念 フ レー ム に よ る発 話 内 容 の 記 述 とそ の パ

タ ンの 自動 学 習 の 研 究(13)などが あ る。 ま た、ATR

の 音 声 言 語 コ ミュニ ケー シ ョン研 究 所 で は 、 前 身 の

研 究 所 が取 り組 ん で きた 翻 訳 手 法 で あ る用例 主 導 の

翻 訳 を よ り コー パ ス 中心 の翻 訳 手 法 に 拡 充 して 、翻

訳 精 度 の み な らず 翻 訳 の融 通 性 と シス テ ム の立 上 げ

効 率 を改 善 して い る 。 文 単位 の バ イ リ ンガ ル コ ーパ

ス 、 バ イ リ ンガ ル 辞書 、 そ して シ ソー ラス の充 実 が

求 め ら れ る が 、 そ れ らの 増 強 に よ り、portability

が 高 め られ る もの と思 わ れ る 。 また 、EUに お い て

は2002年2月 か ら シ ー メ ン ス 社 、 ドイ ツIBM、 ノ

キ ア社 な どが 参 加 して、 日常 社 会 の 中 の広 範 囲 な ド

メ イ ンにお け る音 声 翻 訳 の ため の 多 言 語 対 訳 デ ー タ

作 り を 目指 す プ ロ ジ ェ ク トLC-STAR(19)が 開 始 さ

れ た。

 また 一 方 で は、 タ ス クや ドメ イ ン に よ って 対 話 の

進 行 の 様 子 が 異 な るが 、 利 用 者 の 要 求 を満 た す 音 声

対 話 の 進 み 方 を捉 えた 音 声 対 話 構 造 の 自動 構 築 の 試

み もあ り、dialog designと 呼 ん で 、 利 用 者 に合 っ

た 対 話 進行 を制 御 しよ う と して い る 。 この 試 み は 、

利 用 者 個 人 に適 用 す る技 術 に 限 られ る もの で は な く、

ドメ イ ンや タス クの特 徴 を捉 え た 対話 制御 の機 構 を

作 る の に も適 して い る と考 え られ る。

7.こ れ か らの 音 声 翻 訳 シ ス テム

 こ こ2、3年 をみ る と、MT-SUMMIT VII(Sep.

1999)に お い てMT and Speechと い う特 別 セ ッシ

ョ ンが 設 け られ 、MT-SUMMIT VIII(Sep.2001)

で は音 声 翻 訳 の 招 待 講 演 が 用 意 され た。 最 もホ ッ ト

な と こ ろ で は 、40th. ACL(JuL2002)に お い て

Speech-to-Speech Translationと 題 す る ワー ク シ

ョ ッ プ働 が 併 設 さ れ 、 最 近 のEUの 音 声 翻 訳 プ ロ

ジ ェ ク トの 紹 介(15)やNESPOLE!の 実 用 面 で の 評

価 法 、 前 章 で触 れ たATRで の 最 近 の 成 果(is)などの

発 表 が あ っ た 。90年 代 の研 究 か ら振 り返 え る と、 音

声 処 理研 究 、 機械 翻訳 研 究 、 多 言語 応 用研 究 な ど一

つ の研 究 領域 に留 まる こ とな く、音 声 翻 訳研 究 が 関

連 領 域 に また が る研 究 開 発 活動 へ さ ら に広 が っ て い

る よ うに 見 え る。EUで はEU-TRANS Pr(eject(ス

ペ イ ン、 イ タ リア 、 ドイツ に よ る用 例 翻 訳 に よ る音

声 翻 訳 の 試 み)圏 、 米 国で はBABYLON project(21)

が 新 た な展 開 を探 って きた と 言 え る、,その よ うな状

況 下 で 、 音 声 翻 訳 は研 究 面 で も実 用 化 の 面 で も まだ

まだ 多 くの 課 題 を抱 えて い る 、,ftl'翻 訳 に 関 す る こ

こ最 近 の研 究 動 向 に つ い て は他 稿 に 譲 る と して 、 こ

こで は 、 こ の 実用 と研 究 の2面 か らみ た 音声 翻 訳 シ

ス テ ムの 今 後 の姿 を ま とめ て み た い、,

 実 用 の 観 点 か らみ る と、 オ ー プ ン ネ ス を実 現 す る

ため には 、 まだ 多 くの 課題 を残 して い る。 そ れ 故 、

当 面 は オ ー プ ンネ ス を 回避 し易 い ドメ イ ンへ の 適 用

が 重 要 と な る。 そ の意 味 で 、サ ー ビ ス内 容 が 特 定 で

き る小 規 模 な シ ス テ ム を 多数 作 って い くこ とが 価 値

が あ る と考 え る。 さ らに は、 ドメ イ ンや タ ス クが 膨

大 で 、 シ ステ ム構 成 が 複 雑 に な る実 用 機 を作 る こ と

は 、 そ のportabilityや シ ス テ ム 再構 成 ・学 習 に 困

難 さ を伴 う こ とか ら、 小 規模 シ ステ ム を 簡 潔 な 計 算

機 構 と シ ステ ム 構 成 で 実 現 す る こ との 方 が メ リ ッ ト

が 大 きい と考 え られ る。

 一 方 、研 究 の 観 点 か らみ る と、 シス テ ム 能 力 向 上

に 最 も貢献 しそ う な研 究 課 題 と取 り組 むべ きで あ り、

当 面 の効 果 が 大 きい と考 え られ る研 究 は 、 音 声 対話

の 一過 性 の 発 話 を取 り扱 う点 で 、 マ ル チ ・モ ダ リテ

ィを 含 む状 況 と文脈 の 扱 い を 可能 にす る こ と と考 え

る 。 こ こ で 、 一 過性 の 発 話 とは 言っ て も、 不特 定 な

発 話 の 羅 列 で は な く、 社 会Lの コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

達 成 の ため の 発 話 で あ る こ とか ら、社 会的 な制 約 ド

の 発 話 で あ る。 そ の こ とか ら、杜 会 的 な語 用 論 を包

含 す るdialog designの 実 現 を 目指 す こ とが 有 益 と

考 え る。 そ して 、制 約 言語 の 意 味 合い と は異 な るが 、

communication languageの 設計 が 強 く求 め られ る

と考 え る。

8.お わ り に

 本 稿 で は 直接 に は 触 れ な か っ た が 、C-STARの

欧 米 の グ ル ー プ が 取 り 組 ん で き たlnterchange

Formatと 呼 ぶ 中 間 言語 的 な 意味 表 現 に 関連 して 、

最 近 の セ マ ンテ ィ ック ・ウエ ブの 活動 や 国 連 大 学 の

UNL(Universal Networking Language)の 試 み

な どが 発 展 して い くと、n語 を中心 に した コ ミュ ニ

ケ ー シ ョ ンの 形態 を一 定 の 社 会 的制 約 の 下 で 規定 し

て い くこ とが考 え られ る。 つ ま り、 世 界標 準 と して

一11一



のcommunication languageが ビジ ネ スや よ り共

通 化 され て い くで あ ろ う 日常 活 動 を記 述 ・定 式 化 し、

そ の 規範 の 下 に異 な る 言語 間の コ ミュニ ケー シ ョン

も各 言語 か らこ の標 準 言 語 へ の 変 換 、 あ るい は標 準

言 語 か ら各 言語 へ の変 換 に よ って 、 グ ロー バ ル な 世

界 共 通 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン基 盤 を作 り得 る の で は

な い か と思、わ れ る。 音 声 翻 訳 の 今 後 の 益 々の発 展 を

期待 して 、 こ の稿 を 閉 じる。
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           ===lntroduction to KORTERM===

(Korea Terminology Research Center for Language and Knowledge Engineering)
                    Key-Sun Choi, Director of AAMT
                    Prof., KAIST(Korea Advanced Institute of Science and Technology)

1.What is KORTERM?

In the era of Internet and information evolution, new terminology has swept into the lives of people

in general. The existence of non‐harmonized standards for similar technologies in different

countries or regions can contribute to so-called"technical barriers to trade". It becomes key words

these days how to organize and standardize the tremendous technical terms. Korea is surrounded

by four countries:China, Japan, North Korea and Russia, and also communicated by European

languages. All of terminologies, documents and communication had met with localization and

harmonization problems among these geographical regions as well as the language unification

problem with South/North Korea. This was the origin of the establishment of KORTERM. For this

reason, KORTERM was established in 1998 with the support of Ministry of Culture and Tourism

(Korea).

In March of 1997, there was a call from China National Institute of Standards to organize an expert

meeting to discuss about terminology standardization in East Asia Region(including China, Japan,
Mongol, South Korea and North Korea)and finally to establish East Asian terminology center. This

organization is called"Eafterm"(East Asian Forum on Terminology;http://eafterm.org/)and its
annual meeting has been hosted by fourcountries(China, Japan, Korea and Mongol)1. KORTERM

has contributed to organize and promote the Korean terminology bank and East Asian regional
cross-lingual terminology and dictionary database. KORTERM has hosted annual Korean

domestic terminology symposium to identify and promote the terminology works, organized

international workshops in LREC, joined ISO activities actively and tried to establish collaboration
with North Korean academic societies. The followings are a brief history

Aug.1998

Aug.1998

Dec.1998

Dec.1998

Nov.1999

Nov.1999

Dec.1999

Apr.2000

May.2000

Dec.2000

Aug.2001

Nov.2001

Feb.2002

Aug.2002

Establishment of KORTERM(http://korterm.org/)

Member of Infoterm and Termnet(http://www.infoterm.org)
Second Forum on Eafterm hosted by KORTERM(http://eafterm.org/)

First Symposium on Terminology and Language Engineering
First International Roundtable on Terminology

Second Symposium on Terminology and Language Engineering

National secretariat of ISO/TC 37(for terminology standardization)
Establishing Yanbien(Northern China)branch of KORTERM

Hosting Workshop for terminology resource and computation(LREC 2000, Athens)

Second International Roundtable on Terminology
Third Symposium on Terminology and Language Engineering

Secretary of ISOITC 37/SC 4(Language Resource Management)

Fourth Symposium on Terminology and Language Engineering
Preliminary Meeting of ISO/TC 37/SC 4 hosted by KORTERM

Hosting Workshop for Terminology and Language Resource Management

(LREC 2002, Las Palmas)

1The fifth Eafterm meeting will be held in Hainan island, China, December/1 8/2002. See
http://www.cnterm.org/eafterm/.
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2.What are Goals of KORTERM?

As stated, KORTERM itself involves

・Communicating knowledge between experts with the cooperation of terminology fields ,

・Creating terminology can be usable to experts and system of specialized fields ,

・Promoting domestic and international information infrastructure for efficient and standardized

 communication.

Goals can be accomplished by

・Facilitating terminology processing such as term collecting , term classifying, term defining, and

 term extracting etc.

・Promoting terminology research and developing terminology network system in domestic and

 international.

・Accumulating a store of knowledge and experience in preparing methodological tools and

 guidelines for valuable terminology.

3.What does KORTERM do for goals?

Below are some examples that KORTERM has achieved, giving clear benefits to industry, trade

and consumers concerned with terminology.

Theoretical and applied researches in terminology include

Processing large corpus on specific domain corpus;

Developing new methods for electronic terminology dictionary;
Applying terminological knowledge to terminological works such as information retrieval,

machine translation, text categorization, and so on;
Making a basic and good environment in computing and programming for terminology

database;
Promoting combination related academic societies with institutes by providing meeting

places such as conference or symposium;
Promoting cooperation with international organizations such as ISOITC 37, Infoterm,
TermNet, Eafterm. For example, we have hosted several international meetings such as

Roundtable, Workshop, Forum, etc. Especially, KORTERM has been ISO/TC 37/SC 4
Secretariat since 2001 and played a key role in ISOITC 37;

Providing access to terminology database by on-line(http://korterm.org/)and off-line,

publishing books and journals on terminology.

4.What will KORTERM do?

KORTERM has master plan as follows

・First phase(2002-2004)

Developing an integrated value-added system, including various terminology works such as

terminology collection (science/technology terms), economic/industry standards terminology
maintenance and extension, terminology field coverage expansion and promoting quality,
enhancing application in language industry and verification for high reliability and distribution.

・Second phase(2004-2007)

Developing advanced integrated systems. For this, KORTERM has a plan such as collecting terms

including terms of humanities&social sciences and science&technology, managing economics&

industry standards terms, databasing standard knowledge for terminology , terminology education

system and development of various applied products.

一14一



・Third phase(2008-)

Extending and managing the developed system continuously. There are some examples such as

activation of terminology field, distribution of terminology information base, keeping going on

terminology extension and management.

Key-Sun Choi, Prof. of KAIST E-mail:kschoi@mail.kaist.ac.kr

URL of KAIST:http://kaist.ac.kr/(Korean) http://www.kaist.edu/(English)

URL of KORTERM:http://korterm.or.kr/(Korean) http://korterm.org/(English)

事務潟だよ匂

協 会 活 動 報 告
(2002年4月 ～2002年9月)

第12回 通 常 総 会

会告報果成

会演講

理   事   会

会 計 監  査

運 営 委 員 会

編 集 委 員 会

技術動向調査委員会

市場動向調査委員会

ネットワーク翻訳研 究 会

6月21日

6月21日

6月21日

5月21日

4月25日

5月14日

8月1日

9月10日

7月26日

4月19日

5月28日

6月28日

7月26日

9月6日

4月15日

5月13日

6月10日

7月22日

9月9日

6月7日

①ベンダー向けアンケー ト実施状況

①ベンダー向けアンケー ト実施結果

①ベンダー向けアンケー ト実施結果

内容討議 ③個人向けアンケー ト検

①個人向けアンケー ト検討討議

①個人向けアンケー ト詳細討議

①総会報告会発表内容討議

①01年 度事業報告 ②01年 度決算報告 ③02年 度事業計画

④02年 度収支予算 ⑤役員改選 ⑥その他

①技術動向調査委員会 ②市場動向調査委員会 ③ネットワーク翻訳研究会

「機械翻訳の社会的インパク ト」 一橋 大学 ジョナサン ・ルイス氏

「音声翻訳の展望 と情報の獲得 ・利用」 飯田 仁氏

①01年 度事業報告案 ②01年 度決算報告案 ③その他

①01年 度の会計監査 ②その他

①総会/決 算理事会準備 ②運営委員長交代(3)そ の他

①運営諸問題討議 ②その他

①受託関連討議 ②運営諸問題討議 ③その他

①前号反省 ②次号(33号)企 画 ③その他

①新年度計画討議 ②UPF関 連討議 ③ホームページ強化討議 ④その他

①評価関係討議 ②ホームページ強化討議 ③UPF関 連報告

④総会報告会発表内容討議

①評価関係討議 ②ホームページ強化討議 ③UPF関 連報告 ④その他

①評価関係討議 ②ホームページ強化討議 ③UPF関 連報告

④今後の計画討議 ⑤その他

①ホームページ関係討議 ②UPF関 係報告 ③ジャーナルlll係討議

④その他

                寸議 ②新年度計画討議 (3)その他

                寸議 ②新年度計画討議 ③その他

                寸議 ②総会報告会発表

                寸討議 ④その他

  ②その他

  ②今後の計画討議

②今後の計画討議
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rAMTA-2002
Laurie Gerber, Vice President, AMTA
Editor-ln-Chief for MTNI(MT News International)

The fifth AMTA conference, with the theme,"From Research to Real Users"was held October 8‐

12,2002in Tiburon, California. The main conference sessions filled two and a half days from

Thursday, October 10through noon of Saturday, October 12. Except for the keynote speaker

presentations, there were parallel sessions going the whole time, with an excellent lineup of

research papers in one room, complemented by user studies, system, presentations, and panel

discussions in the other.

The conference was attended by approximately 120 people. The main conference was preceded

by a workshop day, and a day of tutorials. The conference exhibitors included IBM, LogoMedia,

Lingvistica, Multilingual Computing Magazine, PAHO, Systran, and Terminotix.

The town of Tiburon is located about 30 minutes north of San Francisco, at the end of a small

peninsula that extends down into the San Francisco Bay. This brings it quite close to the city, and

provides a beautiful view of San Francisco and the bay. The Tiburon Lodge, where the conference
was held, was just l block from Tiburon Harbor. The harbor includes a ferry terminal where

Tiburon commuters board the express to San Francisco each morning. The harbor is also fronted

by many convenient and pleasant restaurants where one can watch the boats.

Each AMTA conference is different. The first AMTA conference in 1994 was very exciting for me

because it was the first time I had been at an event that included users, developers, and

researchers together.1've attended all 50f the AMTA conferences, and I admit it is one of my

favorite events. AMTA 2002 showed how things have changed, and how things remain the same.

How things change

It was rather sad to notice that when people mentioned major established MT vendors, the only

vendor they mentioned this time was Systran. At all of the past events, when people-in

presentations, or informally-are making statements about MT vendors they would mention Logos,
and Lernout&Hauspie(or Globalink before it), and maybe Metal. This time, Systran was the only
well-known vendor left to mention. It is surprising that IBM has not entered this list of major

commercial players in the popular mind. At the same time, the exhibits hall was filled with systems

which, if not as prominent yet as Systran, they are no less ambitious.

However, there is a trend to counterbalance the disappearance of the old stalwarts. Fouremerging

MT developers described their technologies at the conference. None have commercial products

yet, but they are representative of a cohort of new MT systems that are currently incubating in
various parts of the world:Language Weaver is an effort by researchers Kevin Knight and Daniel
Marcu, both of the University Of Southern California, Information Sciences Institute, to

commercialize many years of research in statistical machine translation. Microsoft has a hybrid MT

system that was recently born from the pre-existing components of grammar checkers. Although
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Microsoft has no current plan to commercialize the system, they have created a number of

functional language pairs, with English‐>Spanish already in use to translate Microsoft technical

support documents for users on the Microsoft website. Fluent Machines is a pre-prototype system

that appears to be based on some statistical methods, together with phrase-to-phrase mappings .

The company has recruited CMU's Jaime Carbonell to their board of directors after impressing him

with their innovative approach. And finally, Any Language Communications presented what

appeared to be an interlingual MT system.

On the applications side, one of the keynote speakers, Jaap van der Meer, who has managed a

number of localization companies, including Alpnet, brought more of a business/localization

perspective than we have seen before. Mr. van der Meer particularly focused on the forces that

have shaped the translation industry, and in particular the time‐pressure that multinational

companies feel in product distribution, which is expected to increase the interest in and demand for

machine translation.

The program also included four excellent user studies which brought largely good news from the

front lines of MT deployment. Systran seems to have been exerting itself to make some really

ground‐breaking applications possible for innovative users in the U.S.(Cisco Systems, Ford, and

NCR)And Corporate Language Services, a Swiss translation company that was also a conference

sponsor, described their work with Comprendium(the Metal system)for the banking industry.

The technical papers reflected an almost exclusive focus on empirical methods. This seems to be

the completion of a trend that has been underway for many years. Ken Church, the outspoken

researcher from AT&T, warned in the opening keynote address, that the pendulum has swung too

far in the direction of empiricism and automatic methods. It was surprising to hear one of the

prominent innovators from the empiricist camp declaring that we must not neglect linguistics in

training students and approaching the problems of translation.

How things stay the same

Two of the three panels included users of machine trans庖tion,"Taking MT from Research to Real

Users", moderated by Ed Hovy, and"Who's making/saving money with MT and how are they doing

it?"moderated by Mary Flanagan.. In both, panelists commented that MT developers do not listen

enough to users'requests or needs. This is an important subject, but hardly a new one. While

there have been many changes that improve usability of MT, the changes have not kept pace with

users'desires.

The closing keynote was delivered by Yorick Wilks, of the University of Sheffield, who revisited his
"Stone Soup"speech from TMI -92 , with support and evidence from recent trends in information

extraction, information retrieval and question answering. Wilks cautioned that purely linear

statistical methods will never overcome data sparseness, and even the loudest proponents of

these methods, whose battle cry is"more data!"eventually incorporate more conventional

linguistic information into their systems. He concluded that many natural language tasks will

continue to be largely"symbolic", even if large chunks are machine learned.
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The ninth Machine Translation Summit of the International Association
for Machine Translation(IAMT)will take place in New Orleans, the birth-

place of jazz, on September 23-28,2003.

http://www.mt-summit.org

劇As in previous Summits
, the ninth will provide a forum for everyone inter-

   ested in using computers to help with language translation:developers,

   researchers, users, students, people who love languages. The program

   will be packed with invited talks, research presentations, demonstrations,

卜lpanels, and an exhibition fair that showcases established companies

劇side by side with new MT startups.

   Alively social agenda will include a reception and a surprise banquet

甕 that promises a very enjoyable evening・The conference hotel of「ers a
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                              Conference Venue:

                       Fairmont New Orleans, tel.:504-529-4725

                         http://www.fairmontneworleans.com
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    ORGANIZERS

Conference Chair:
 Eduard Hovy, USC/ISI

Program Chair:

 Elliot Macklovitch, U of Montreal

Local Arrangements Chair:

 Flo Reeder, MITRE
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         ===Conference Report===
"Survey on Research and Development of MT in Asian Countries"

      Thepchai Supnithi and Virach Sornlertlamvanich
National Electronics and Computer Technology Center, Thailand

  With the insufficient collaboration on machine translation research among Asian

countries, the workshop "Survey on Research and Development of Machine

Translation in Asian countries"was held during May 13-14,2002 at Phuket Thailand,

and sponsored by from Asia‐Pacific Telecommunity(APT). The objective of this

workshop is to provide an opportunity for the colleagues in this region to know each

other's research interest and NLP-readiness, which is expected to extend a fruitful

collaboration in the near future.

  In this workshop, There were 50 participants from l l countries and one region, that
are Hong Kong, India, Indonesia, Japan, South Korea, Laos PDR, Malaysia, Myanmar,

the Philippines, Singapore, Thailand, and Vietnam. Presentations were composed of

one keynote lecture and 17papers. The first day and the first half of second day were

scheduled for presentations from participants. The second half of second day was

scheduled for a roundtable meeting. Dr. Hitoshi lida gave a talk in the keynote lecture,

on the activities of AAMT such as technical and market trend survey, network for MT

researchers and the trend of MT research such as MT evaluation, statistical-based

and example-based MT, multi-lingual NLP, tools and practical corpora building. In the

paper presentations, experienced countries gave presentations on MT research status
in their own countries and MT research techniques, such as spoken language

translation, semantics annotation, research on proper noun in Asian context, etc.

Inexperienced countries gave presentations on research status and infrastructure

status, and then raised the problems of doing research in each country. In the

roundtable meeting, there were a lot of discussion about the collaboration within Asia,

the standardization for languages within this region, financial support problem, and the

possibility of joining the existing working body as a sub-working group.

  The future collaboration summarized from this workshop was classified into three

levels, standard level, language resource level and, application and research level.

The collaboration in standard level was about making standardization among Asian

languages, for example, to establish an Asian chapter for working groups such as ISO

and construct a help‐desk operation for standardization. The collaboration in

language resource level was about a collaboration to share language resources, for

example, establish a Working Group or Liaison Secretariat for language resources

such as, coding description, basic descriptors and mechanisms for language

resources, representation schemes, multilingual text representation, lexical databases,

and workflow of language resource management. The collaboration in application and

research level was about a collaboration to exchange the information for research and

applications in this region, for example, establishing a working group or liaison

secretariat for MT.
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__=JEITA SYMPOSIUM 2002=

Report on Lecture by Dr .Eduard Hovy

    Jonathan Lewis, AAMT member
    Assoc. Professor, Hitotsubashi Univ.

At a JEITA symposium held in Tokyo on 160ctober,2002, Dr. Eduard Hovy of the Information

Sciences Institute, University of Southern California, gave a lecture entitled"Positioning Natural

Language and Speech Processing Research to Exploit New Opportunities:Trends in North

America and Europe."Prof. Hovy addressed three questions in his lecture:Where are we in

language processing now?Where will we go soon?And where is the money?

He started with a modest success story. In 1999 the US government was very worried about the

situation in Indonesia, but it lacked Indonesian speakers able to gather information. So DARPA

asked for help from NLP researchers, who put together a system in only three months. They built a

web spider for Indonesian, which returned results in similar fashion to Google. A summary was

produced in Indonesian, then an English translation of the summary. The system only worked for
Indonesian, could not be operated by voice, and didn't learn. Nevertheless, the fact that it was

used for a year illustrated the point that"even if the components are not very good, you can put

them together to get'good enough'applications."

Dr. Hovy then took the audience at breakneck speed through the fifty-year history of NLP,

information retrieval and speech processing. In the first decades(roughly 1950-1965)researchers
in all fields tried out a whole range of techniques, with only limited success. In the second decade

(1965-1975),while NLP researchers struggled to apply Noam Chomsky's theoretical
breakthroughs the significant progress was made in information retrieval, where researchers

started to work on the vector space rather than the word level. These technologies remain useful

today.

In the third decade(1975-1985)the big change was in speech processing, which saw the

triumphant introduction of learning methods. The fourth decade(1985-1995)finally saw the long-

awaited leap forward in NLP, which came through work on statistical MT at IBM. The statistical

breakthrough caused great progress to be made on the practical side, such as tools, and

evaluation competitions. In the fifth decade(1995-2005)we are witnessing the triumph of

statistical methods, with every paper making some use of evaluation, corpus, or large numbers.

The first lesson we learn from this history is that language processing is ENGINEERING. We don't

have a deep theory of mind and syntax. Instead of trying to define the rules of syntax and

semantics, we should get systems to learn the rules themselves. The second lesson is that

language processing is NOTATION TRANSFORMATION. Each small transformational step can

be a module, and these modules can be combined in new ways that together will be just good

enough.

Today, NLP still cannot do general-purpose text generation. It can't deliver semantics. It can't

deliver long/complex answers by extracting, merging and summarizing information on the Web. It

can't handle extended dialogues, or use pragmatics(style, emotion, user profile). And it can't
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contribute significantly to the theory of language.

On the other hand, we can achieve accuracy levels of between 40%and more than 90%in a

whole range of tasks ranging from information retrieval to shallow parsing. The significant point is

that all these accuracy rates jumped in the years after 1985 when we finally learned the lessons of

modularization. We are now seeing a move towards automated knowledge acquisition, evaluation,

rapid build-evaluate-test cycles, and toolkits. And we are moving away from deep processing,

semantics, inference, parsing, and generation--we are still struggling to get information into the

system, rather than get information out.

Dr. Hovy then outlined short-and long-term research projects in the United States and Europe.

He noted the great opportunities that the Web offers to developers of NLP applications. As far as

the semantic Web is concerned, the dream is of a Web in which each page is supported by a

semantic (interlingual)description that is used by search engines and then translated by

presentation engines into a usable format. But this vision will remain just a dream, due to the
limitations of NLP and other technologies. However, a weaker version in which each test/speech

Web page contains a limited set of annotations to be used by search and display engines is quite

achievable.

Turning to the long‐term payoffs of NLP, information retrieval and speech technologies, Dr. Hovy

stressed that we should break transformations down into small steps and create a toolkit of small

transformers. This allows us to adapt quickly to new challenges, re-asssembling small

transfomers in new ways. We can also try to hide the quality weaknesses of one module using the

power of other transfomer modules. To give one example, Hovy's colleague Kevin Knight has

developed a tool for name transliteration from Japanese Katakana to English. Looked at as a

whole, the problem is complex, but solvable when one breaks it down into steps. Knight's system

took 80r g months to build, but it works better than people now.

Dr. Hovy saw a number of obvious opportunities for application developers armed with current

technologies:For example, a handheld tourist assistant that could ask simple questions;a

business watch service to inform the user of developments in the industry or market;an

information gathering service for journalists or students. The question in each case is why aren't

we already building these things?

Finally, Dr. Hovy asked how we are going to achieve better quality translation and more correct

results. He saw a need to work in two areas. First, meaning. We have to get back to semantics, to

develop ontologies, semantic interpretation and generation. This will be our big problem ten years

from today. The way forward is to learn about these from the Web, through text-mining. Second,

better interfaces, especially better dialogue systems and adaptive user models. In other words,

current systems such as Web search engines don't know what the user already knows or has

already been shown.

一21一



会員幾稿

インターネット時代 の言 語 サポ ートを考 える 一CMCとTMC

Dr. Minako O'Hagan(オ ヘ イ ガ ン ・統 子)

Asia‐Pacific Editor, LISA Newsletter

School ofApplied Language and Intercultural Studies,

Dublin City University, Dublin9, Ireland.

1,は じめ に

い わゆ る 「コ ン ピュ ー タお た く」 と呼 ば れ る少 数 の

専 門家 の 間 で 利 用 され て い た パ ソ コ ン通 信 は、 わ ず

か10年 足 らず の 問 に イ ン ター ネ ッ トの 普及 に よ って

大学 関 係 機 関 、 企業 のみ な らず 、 家 庭 、 個 々人 の 間

で も頻 繁 に使 わ れ る よ うに な った 、,こと に 日本 で は

i-modeの ブ レー ク を皮 切 りに 、 コ ン ピュ ー タ に は

不慣 れ な向 き も携 帯 電 話 か ら簡 易 にア クセ スで きる

とい う こ とで 、 よ り幅 広 い層 に イ ン ター ネ ッ トが使

わ れ る よ う に な っ た、,こ う してEメ ー ル や チ ャ ッ

トな どの 、 い わ ゆ る コ ン ピュー タ を介 した コ ミュ ニ

ケー シ ョ ン、Computer-mediated Communication

 (CMC)が 定 着 して き た、、 Eメ ー ル に 写 真 を 添 付

して海 外 の 友 人 に送 った り、 電F会 議 室 で 意 見交 換

を行 っ た りな ど、 テ ク ノ ロ ジー に さほ ど詳 し くない

向 きに もこれ らの コ ミュニ ケ ー シ ョ ン様 式 が 普通 に

使 われ る よ う に な った,,今 や ホ ー ムペ ー ジ を 立 ち 上二

げ れば 世 界 各国 か ら ア クセ ス が あ り、 サ ー チ エ ン ジ

ンで 様 々な情 報 源 を 調べ て 、情 報の 国 籍 にか か わ ら

ず 瞬 時 にア クセ スす る こ とが で き る。 こ う した 中 で 、

イ ン ター ネ ッ ト環 境 に対 応 した 自動 翻 訳 の 需 要 が 高

ま り、WebMTや サ ー チエ ンジ ン用 のMTな ど、 機

械 翻 訳 の 新 しい ア プ リケ ー シ ョン も生 まれ た 。 す な

わ ち電fメ デ ィア に よ る コ ミュニ ケー シ ョ ンは 従 来

は 不,r能 だ っ た様 々 な側 面 を 口∫能 に し、 言 語 サ ー ビ

ス もこ の新 しい 環 境 に対 応 しな け れ ば な らな い よ う

に な っ た。 そ こで 、 著 者 ら (0'Hagan&Ashworth,

2002)は 、 イ ン ター ネ ッ トを 基 盤 と したCMC環 境

に対 応 す る次 世 代 の 翻 訳 ・通訳 を考 え る.一つ の ア プ

ロ ーチ と してTranslation-mediated Communica-

tion(TMC)を 提 案 した,, TMCはCMCと の 関 連

性 を考慮 して の 命 名 で あ り、 テ ク ロ ノ ジー がf"1語 サ

ー ビ スに 及 ぼ す影 響 を
、送 信 者 、 受 信 者 、 訳 者(仲

介 者)な どの 観 点 か ら考 え る、,本稿 で はTranslation

-mediated Communication in a Digital World

(O'Hagan&Ashworth, ibid)で 取 りあ げ た 内容

を 一部 紹 介 す る。

2.TMC と は?

TMCと は翻 訳 や 通 訳 な どの 言語 サ ポ ー トの 仲 介 に

よっ てr能 とな っ た コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 意味 す る。

した が っ て 邦訳 で 読 む海 外 のベ ス トセ ラ ー や字 幕 で

み る ハ リウ ッ ドの映 画 、通 訳 の 介助 に よ る 国 際電 話

な ど も含 まれ る が 、 こ こ で は こ とに ホ ー ム ペ ー ジの

ロ ー カ リゼ ー シ ョ ンか ら異 言語 間Eメ ー ル や チ ャ

ッ トに対 応 した 言 語 サ ー ビス な ど、CMC環 境 に焦

点 を しぼ りTMCを 考 え る、, TMCで は[1語 サ ポ ー

トを コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 一機 能 とみ な し、 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン ・モ デ ル に基 づ い て 、受 信 者 、送 信 者 、

そ して訳 者 の 間 で メ ッセ ー ジが い か に伝 達 され るか

を、 テ ク ノ ロ ジ ーの 役 割 を加 味 しなが ら考 慮 す る。

CMCが 従 来の 翻 訳 、通 訳 の 対 象 とな った テ キ ス ト

や ス ピ ーチ と異 な るの は 、 そ れ が 電 子 メデ ィア に よ

っ て ロ硝 旨に な った もの で あ り、 そ の伝 達 、 記憶 、 処

理 が デ ジ タル 環 境 で 行 わ る 点 で あ る。 た と え ばE

メー ル に しろ チ ャ ッ トに しろ 送信 者 は そ の テ キ ス ト

を ス ク リー ンhで 作 成 し、受 信 者 も これ を ス ク リー

ン ヒで受 領 し、保 管 す る な ど、 そ の処 理 を コ ン ピュ

ー タ ヒで 行 う(も ち ろ ん 送 ら れ て きたEメ ー ル を

紙 に プ リ ン トして読 み 、保 管 す る こ と もで きる が)。

ホ ー ムペ ー ジ もオ ーサ リ ング か ら更 新 まで デ ジ タル

環 境 で 処 理 され 、従 来 の 紙 をベ ー ス と した印 字 メデ

ィア に お け る ドキ ュ メ ン ト ・ラ イ フサ イ ク ル と は

色 々 な点 で 異 な った サ イ クル を通 過 す る。 こ れ はそ

の 環 境 をサ ポ ー トす る3=lit-7[111サー ビ ス に も影 響 をお よ

ぼ す,,た とえ ば イ ン ター ネ ッ トで 配 布 され る情 報 誌

で は 、情 報 を頻 繁 に 更 新 す る こ とが 可 能 で あ る し、

画 像 や 晋声 、他 の 関連 サ イ トへ の ホ ッ トリ ン ク な ど

も埋 め込 め る。 翻訳 も内容 が 更新 され る ご と に迅 速

な変 更 が必 要 とな り、 マ ル チ メデ ィア の訳 まで 含 め

る と、 従来 の テ キ ス トの み を対 象 とす る ロ ー テ クの
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翻 訳 プ ロバ イ ダーで は対 処 で きな い側 面が 多 くで て

くる。 この よ うに、 新 しい メ デ ィア に対 応 で き る言

語 サ ポ ー トを考 え る に は 、 テ ク ノ ロ ジ ー環 境 を考 慮

す る こ とが 不 可 欠 で あ る。

以 下 で はCMC環 境 に対 応 したn語 サ ー ビ ス の …例

と して テ キ ス トチ ャ ッ トを対 象 と した 言語仲 介 の実

験 を紹 介 し、TMCの ア ブ ロ ー チ に 基 づ い て そ の考

察 を行 う。

る5名 の 参 加 者 間 で の 日本 語 に よる テ キ ス トチ ャ ッ

トを ウエ リ ン トン(ニ ュー ジー ラ ン ド)の 仲 介 者が

ホ ノル ル の 日本 語 の 分 か らな い受 信 者 の た め に リア

ル タ イ ム で 仲 介 す る とい う 設 定 で 行 っ た 、,図1(P

26)で は これ を略 式 化 し、 メ ッセ ー ジの 送 信 者 、受

信 者 、 仲 介 者 の3者 、3拠 点 の み を示 して い る、,こ

こで はAshworthの 案 に 基づ き、 そ れ ぞ れが チ ャ ッ

トウ イ ン ドウ を 二つ ず つ ウ1ちヒげ 、起 点 言 語 用 と 目

的言 語 用 に 分 け て環 境 設定 を行 っ た、,

3.TMCの 一 形 態:異 言 語 間 チ ャ ッ トの 仲 介

こ れ まで に チ ャ ッ ト専用 の機 械 翻 訳 ア プ リケ ー シ ョ

ンは 開発 され て い るが 、 人 手 を 介 した チ ャ ッ トの た

め の言 語 サ ー ビスの 事 例 は少 な く と も学 会 誌 な どで

は取 りあげ られ てい ない 。 チ ャ ッ ト環 境 で は リア ル

タイ ム で メ ッセ ー ジが や り取 り され る わ け だが 、 こ

の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン形 態 は 以 ドの よ う な点 で これ

まで の 通 訳 、 翻 訳 が 扱 って きた ス ピー チ や テキ ス ト

と性 質 を異 にす る もの で あ る。

(1)送 信 者 、 受 信 者 、 仲 介 者 の 各 々が 別 々の 場 所

  に分 散 しなが ら 文字 に よる リア ル タ イム の コ

  ミュ ニ ケ ー シ ョン を行 う、,

(2)チ ャ ッ トの メ ッセ ー ジは 文 章 で あ りな が ら対

  話 式 で あ る た め 、 話 しfコ葉 が使 わ れ非 公式 な

  形態 とな る場 合 が 多 い。

(3)送 信 者 、受 信 者 、仲 介 者 は そ れ ぞ れ の顔 が 見

  え な い た め 、 表情 、 身振 り手振 りな どの非 言

  語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが とれ な い。

(4>上 記 や技 術 上 の 理 由 か ら、 対 話 の 順 番 交 代

   (turn-taking)をFl滑 に行 う こ とが 困 難

(5)ホ ワ イ トボ ー ドな どの 機 能 も使 え ば リア ル タ

  イ ムで 図 等 の イ メー ジ を表 示 し、 参 加 者全 員

  の 間 で シ ェ アす る こ と も 可能 と な る。

(6)最 近 の チ ャ ッ トで は 音 声 を取 り入 れ た もの も

  増 え 、 よ りマ ル チ モ ー ダ ル な環境 と な って い

  る 。

ここ で は著 者 が ハ ワ イ大学 通訳 翻訳 研 究 所(CITS)

と行 った実 験 を例 に挙 げ る(詳 し くは0'Hagan&

Ashworth, ibid, pp.58-62)。 本 実 験 は、 Ashworth

(1997)に よる先 の チ ャ ッ ト仲 介 の 実験 に基 づ き、

名 古屋 、 ホ ノル ル 、 ハ バ フ ォー ド 〈米 〉を拠 点 とす

チ ャ ッ トを仲 介す る訳 者 は ス ク リー ン ヒの テ キ ス ト

を読 み 、 そ れ を即 座 に訳 し、 タ イプ しな け れ ば な ら

ない 。 す な わ ち 、や りと りが リア ル タ イム とい う点

や メ ッセ ー ジが 話 し諄 葉 に近 い点 で は通 訳 の作 業 に

通 じる と こ ろが 多い が 、 訳 出 が 文章 とい う点 で は翻

訳 の作 業 で あ る、,したが って 通訳 と翻 訳 を融 合 させ

た よ う な 言 語 サ ー ビ ス と い う こ と で 、Ashworth

(ibid)は これ を"transterpreting"(translation+

interpreting)と い う造 語 で 表現 して い る。 こ の 実

験 に よっ て 、 少 な くと も 日英 の 言語 間 で は 人 手 に よ

る チ ャ ッ ト対応 の 「言語 サ ー ビスが[1∫能 で あ る と い う

こ とが 実 証 さ れ た(Ashworthの 先の 実 験 に よ る と 、

英 中 間 で は 、 中 国語 の 文 章 イ ンプ ッ トの 所 要時 間 が

長す ぎる た め 、 ほ ぼ 不 ロ∫能 に近 い と して い るL,し か

しtransterpretingの プ ロ セ ス は従 来 の 翻 訳 、通 訳

の いず れ と も異 な っ た もので あ る,,以 トにチ ャ ッ ト

のtransterpretingを 、 メ ッセ ー ジ の 送 信 者 、受 信

者 、仲 介 者 、 さ らに メ ッセ ー ジ 自体 の 性 質 な どの 観

点 か ら簡 単 に ま とめ る,,

送 信 者

送 信 者 は メ ッセ ー ジ を コ ン ピ ュー タ ス ク リー ン ヒで

タ イプ し、 リター ン キー を押 す こ とに よ り受 信 者 に

送 る。 受 信 者の 顔 が 見 え ない た め 、相 手 か らの 返信

の タ イ ミン グが わ か ら ない。 返 事 が な か な か こ な い

場 合 に は 、 相 手が 何 らか の理 由 で応 答 に と ま どっ て

い る の か 、 また は イ ン ター ネ ッ ト ヒの 混 雑 や そ の他

技 術 上 の理 由 に よる 遅 延 な の かが わか らな い、,送信

者 が しび れ を き ら して受 信 者 か らの応 答 が あ る 前 に

ま た次 の メ ッセ ー ジ を送 り、受 信 者か らの 応 答 と ダ

ブ っ た りす る とturn-takingが 乱 され 、混 乱 を 招

く場 合 もあ る。
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受 信 者

受 信 者 は まず 送信 者 か ら送 られ た メ ッセ ー ジ を起 点

ri語 で 受 領 す るが 、仲 介者 が訳 を送 る まで は メ ッセ

ー ジ を理 解 す る こ とが で きな い。 ま た 、仲 介者 が 訳

に 手 間取 っ た場 合 には 、 そ の タ イム ラ グが明 らか と

な る。 こ こで も また受 信 者 は仲 介者 の顔 が 見 え な い

ため 、遅 延 が 訳 上 の 困 難 さに よる もの か 、 ネ ッ トワ

ー ク ヒの 混 雑 や技 術 上 の問 題 に よる もの か判 断が で

き な い、、

言 語 サ ー ビ ス を分 析 す る こ とは で きな い 。 こ こで も

TMCとCMCの 密 接 な関 係 が 明 らか で あ る。

こ の 実 験 か ら もわ か る とお り、transterpretingは

これ まで に は ない 言語 仲 介 の 形 態 とい え る 。 イ ン タ

ー ネ ッ ト環 境 は 言 語 サ ー ビ スの ビ ジ ネ スの 形 態 は 変

え たが 、 実 際 の 翻 訳 プ ロセ ス 自体 には 影 響 を及 ぼ し

て い な い とす る 向 き も あ る が 、transterpretingで

は明 らか に プ ロセ ス 自体 が 変 化 す る こ とが わ か る。

仲 介 者

仲 介 者 は 、 まず起 点 言語 に よる メ ッセ ー ジを ス ク リ

ー ン ヒで 読 み 、 そ の訳 を即 座 に 目的 言 語 で タ イプ し

な けれ ば な ら ない 。 これ は 文章 の 訳 を そ の場 で 口頭

で伝 え るsight translationの プ ロセ ス に似 て い る

が 、 こ こで は 文 章 で訳 出す る点 が 異 な っ て い る。 ま

た送 信 者 に よ る メ ッセ ー ジ は受 信 者 の ス ク リー ン上

に た だ ち に表 示 され る ため 、 タ イム ラ グを な るべ く

少 な くす る よ う仲 介 者 は原 文 を読 み なが らす ばや く

訳 出 して ゆ か なけ れ ば な らな い。 そ の際 、何 度 も原

文 を読 み 返 す 時 間 は な く、 また訳 出 した 目的 言 語 の

テ キ ス トも時 間制 限 の ため 、読 み 直 した り書 き直 し

た りす る余 裕 が ほ とん どな い。 仲 介 者 に は タ ッチ タ

イ プの技 能 も必 要 とな る。

メ ッセ ー ジ

チ ャ ッ トの メ ッセ ー ジ は話 し言葉 で 書 か れ る場 合 が

多 々あ り、 ス ラ ン グが 使 われ た り、 オ ンラ イ ン特 有

の略 語 や絵 文字 も使 用 され る。 した が って 仲 介 者 は

起 点 言語 と目 的言 語 にお け るそ の よ う な取 り決 め に

な じみ が な け れ ば な ら ない 。 絵 文 字 は 各言 語 独 特 の

もの もあ る た め 、場 合 に よ って は これ ら も訳 の 対 象

とな る。 チ ャ ッ トの や り取 りで は 、 タ イ ミン グが 非

常 に 重 要 な ため 、 ス ピー ドや 簡 潔性 が 大 きな 要 素 と

な る。

こ の よ うに 、transterpretingの プ ロ セ ス は チ ャ ッ

トの 技 術 的 性 質 自体 に影響 され る と ころ が 大 きい 。

また この よ う な言 語 サ ー ビ スを提 供 す る場 合 、 チ ャ

ッ ト環 境 の 設 定(上 記 の実 験 で は チ ャ ッ トウ イ ン ド

ウ を 二つ づ つ 立 ち上 げ た)も 重 要 な ポ イ ン トとな る。

したが って 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの プ ラ ッ トフ ォー

ム と して のCMC環 境 を考 慮 せ ず に は 同 環 境 上 で の

4.言 語 サ ー ビス プ ロ バ イ ダ ー:総 合 的 高付 加価 値

 サ ー ビス の 提供

CMCに 対 応 す る 言 語 サ ー ビス の提 供 は 、 そ の コ ミ

ュニ ケー シ ョン環 境 に対 応 した 技術 環 境 を考 慮 しな

けれ ば な ら ない こ とか ら、 翻 訳 の技 量 に加 えて テ ク

ノ ロ ジー の 適 用 が 必 要 不 可欠 な要 因 と な り、 十分 な

知 識 の ない プ ロバ イ ダー は 新 しい 市 場 か ら取 り残 さ

れ るだ ろ う。 これ は す で に現 在 の イ ン ター ネ ッ ト環

境 か ら見 て も明 らか で あ る。 た とえ ば ブ ラ ウザ ー を

使 った こ と さえ ない 翻 訳 者 が 、 ホ ー ム ペ ー ジ を う ま

く訳 す の は 困 難 だ ろ う し、 チ ャ ッ トル ー ム の 仕 組 み

が わ か って い なけ れ ば そ の 仲 介 をす る の は 無 理 だ ろ

う。 した が って 、 従 来 の 印 刷 メデ ィア に対 す る リテ

ラ シー とは また 異 な った 新 た な電 子 リテ ラ シー が 要

求 され る ゆ えん で あ る。 さ ら に、 ホ ー ム ペ ー ジの ロ

ー カ リゼ ー シ ョンで は
、 テ キ ス トか らテ キ ス トの 翻

訳 だ け で は な く、 目的 言 語 の 文 化 的 背 景 に よ って 、

ペ ー ジに お け る ボ タ ンの位 置 や デ ザ イ ン、 ア イ コ ン

の 適 宜性 、 各 種 画 像 の 配 置 や そ の 妥 当性 な ど まで が

対 象 に な る場 合 も多 い 。 こ う なる とロ ー カ リゼ ー シ

ョンの作 業 は もは や 文 字 か ら文 字 へ の 翻 訳 とい う よ

りは 、広 範 な 文 化 的 適 応 の プ ロセ ス に な る 。 そ こで 、

著 者 ら はGile(1995)の 「メ ッセ ー ジ は コ ン テ ン

トとパ ッケ ー ジ か らな る」 とい う概 念 を応 用 して 、

今 後 のCMCに 村 応 す る言 語 サ ー ビス の 作 業 は 従 来

の コ ンテ ン ト(言 語 に よる情 報 〉 中心 型 か らパ ッ ケ

ー ジ とい う言 語外 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 側 面 を も含

む総 合的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン仲 介 の作 業 に な る こ と

を示 唆 した。

さ らに電 子 メ デ ィア を 対象 と した言 語 サ ー ビス で は 、

ロ ー カ リゼ ー シ ョ ンの よ うに 、 文字 コ ー ドの 調 整 な

どを含 め た ソ フ トウ エ アエ ンジ ニ ア リ ング の作 業 が
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よ り重 要 とな ろ う。 したが って 、 文字 か ら文 字 へ の

訳 の み しか 引 き受 け られ ない 翻 訳 業 者 は 付 加 価値 の

低 い サ ー ビ ス とみ な され 、 そ の 市 場 も限 られ た もの

と な ろ う。 日本 で の あ る 翻 訳 市 場 調 査 に よ る と、 ホ

ー ム ペ ー ジの ロー カ リゼ ー シ ョ ンは 従 来 の 翻 訳 会 社

にで は な く、 ウエ ブ の コ ンテ ン ツ作 成 を専 門 とす る

会 社 へ流 れ て い る よ うだ。 こ れ も従 来 の 翻訳 会社 で

は新 しい メ デ ィア に対 処 す る こ とで きな い 、 とみ ら

れ て い る こ とのあ ら わ れか も しれ な い。 今後 の言 語

サ ー ビス は 、 ロ ー カ リゼ ー シ ョ ンの よ うに 、 ソ フ ト

ウエ アエ ンジニ ア リン グが 大 き く関 与 す る よ うに な

り、 翻 訳 者 や 通 訳 者 自体 もあ る程 度 の 技 術 的 知 識 を

有 す る こ とが 望 まれ よ う。

5.言 語 サ ー ビスユ ー ザ:イ ン ター ナ シ ョナ リゼ ー

 シ ョン

イ ン ター ネ ッ トは比 較 的 安価 に 世 界 の 市 場 に進 出 で

き る環 境 を提 供 した と言 わ れ る 反 面 、 真 にユ ー ザ本

位 な ホ ー ム ペ ー ジ を 多 言 語 で 立 ち上 げ よ う とす る と、

多 大 な投 資 が必 要 とな る 。 サ イ トの ロー カ リゼ ー シ

ョン か ら頻 繁 な内 容 の 更 新 、 さ ら にEメ ー ル や チ

ャ ッ トル ー ム を 含 む 多 言語 対 応 な ど まで 考 え る と、

これ が容 易 な作 業 で な い こ とは 明 らか で あ る 。 そ こ

で 多 国籍 企 業 な どで も多 言語 の ホ ー ム ペ ー ジ を う ま

く運営 して ゆ くため に は 、 コ ンテ ンツ管 理 の 一部 と

して言 語 管 理 とい うこ とを考 え な け れ ば な らな い よ

うに な っ て きた。 す な わ ち 、サ イ トを ロ ー カ ラ イ ズ

す る前 に、 まず グ ロ ーバ リゼ ー シ ョ ン戦 略 を立 て 、

そ の一 環 と して言 語 管 理 を考 え る と い う ア プ ロ ーチ

で あ る。 したが って 、 イ ン タ ー ナ シ ョナ リゼ ー シ ョ

ンとい う プ ロセ スが 重 要 視 され る よ う に な っ て きた 。

ソ フ トウエ アの イ ン ター ナ シ ョナ リゼ ー シ ョ ンで は 、

商 品 の 開 発段 階 で 文 字 コー ドの 環 境 な ど、 海 外 市 場

向 け に必 要 と な る手 続 き を組 み 込 む。い わ ば 、TMC

を念 頭 にお い て 商 品 開 発 を行 う と考 えて も よい わ け

だ 。

これは効率性の点からも一見当然のアプローチのよ

うに思われるが、これまで翻訳は往々に して末端の

プロセスであり、 「最後に短時間で付け足すもの」

という感覚が一般化 していたところがある。したが

って、納期直前に原文を大幅に変更したり、不可能

に近い納期が申し付けられたりするゆえんである。

さ ら に翻 訳 の 対 象 とな る 文章 は 、通 常 、翻 訳 とい う

プ ロセ ス を一 切 考 慮せ ず に 書 か れ る とい うの が普 通

だ った 。 こ れ とは 対照 的 に 、 よ り洗 練 され た イ ン タ

ー ナ シ ョナ リゼ ー シ ョ ンの プ ロ セ ス で は
、翻 訳 の 際

に特 に 問題 とな る よ うな 表現 や そ の他 の 文化 的 に訳

の 困 難 な側 面 を す で に オ ー サ リ ン グの段 階 で 排 除 し

て し ま うため 、 そ の後 に続 く翻 訳 プ ロセ スがfll滑 に

な る こ とは言 う まで もな い。 したが って イ ン ター ナ

シ ョナ リゼ ー シ ョン は 、内 容 の 前処 理 に匹 敵 す る、,

機 械 翻 訳 で は 前 編 集 とい う 考え は 占 くか ら導 入 され

て い るが 、 これ が イ ン ター ナ シ ョナ リゼ ー シ ョ ン と

い う形 で よ り一般 的 に 適 用 され る よ うな る と翻訳 プ

ロセ ス に大 き く影 響 を 及ぼ す だ ろ う。 この よ うにr

語処 理 へ の対 応 を コ ンテ ン ツ作 成 の 初期 段 階 に 前倒

しに す る と い う ア プ ロ ー チ は 、 メ ッセ ー ジ をTMC

フ レ ン ドリー に す る とい う意味 か ら、 興味 深 い動 向

とみ な され よ う。

6.結 び

今 後 も広 域 通 信 網 な どの コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・イ ン

フ ラ の整 備 に伴 い 、次 々 と新 しいCMCの 形 態 が 生

み 出 され、 そ れ に伴 う 言語 サ ポ ー トの 充 実 が 必 須 と

な ろ う。 い わ ゆ るサ イバ ス ペ ー スで の コ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ンが 増 加 す る につ れ 、組 織 を は じめ 個 々 人 も異

言 語 、 異 文 化 間 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに接 す る機 会 が

ます ます 増 え る こ とが 予測 され る こ とか ら、 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョンの 成 功 の た め にはTMCに 対 す る感 度

を よ り敏 感 にす る必 要が で て くるだ ろ う、、言語 サ ー

ビス の プ ロバ イ ダ ー側 で は いか に新 しい コ ミュニ ケ

ー シ ョン環境 に対 応 したサ ー ビ ス を効 率 よ く提 供 す

る か が ポ イ ン トと な り、 今 後 一層 テ ク ノ ロ ジー の 適

用 は 避 け られ ない 。 用 途 に よ って 、 機械 翻 訳 に よ る

安 価 で 迅 速 な サ ー ビ スか ら、 人 手に よる 高 価 だ が よ

りきめ細 か に 文 化 に適 応 した メ ッセ ー ジの作 成 な ど、

幅広 い サ ー ビ スが 求 め られ よ う、,ri語 サ ー ビ スの ユ

ー ザ 側 も コ ンテ ン ツ管 理 に 言語 管 理 を系統 ウ1てて 組

み込 み 、 イ ン ター ナ シ ョナ リゼ ー シ ョンに よる 言 語

管 理 コス トの効 率 化 を 計 り、 また 戦略 に マ ッチ した

言 語 サ ー ビス を 要 求す る よ うに な ろ う。

皮 肉 に も、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン技 術 の発 展 に よ り国

境 が な くな る につ れ 、逆 に 言語 や 文化 間の 壁 の厚 さ

が 一 層 如 実 に浮 き彫 りに され る よ うに な っ た。 今 後
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さ ま ざ まな コ ミュニ ケ ー シ ョ ン に対 しTMCを 加 味

す る こ とが 必 須 とな り、そ の 中で の 機 械 翻 訳 の 役割

も ます ます 明 確 化 され、 自然 言 語 処 理 へ の 関心 は ・'

層 高 まる こ とが 病 則 され る。 機 械 と人 手 の 最 適 な コ

ン ビ ネー シ ョ ンに よ って コ ン テ ン トとパ ッケー ジを

い か に受 信 者 に分 か りや す い 形 で 届 け 、 メ ッセ ー ジ

を伝 え る かが ポ イ ン トと なろ う,,翻 訳 、 通 訳 の 新 し

い パ ラ ダイ ム で は、 言語 だけ で は な く、ri語 外 の 側

面 を も処 理 で きる よ うな テ ク ノ ロ ジー が 求 め られ る

よ うに な る か も しれ ない 。
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新製品紹糞繊

英 日 ・日英翻訳 ソフ ト

ATLAS V 9

富士通株式会社

1.は じめ に

 「ATLAS」 は従 来 よ り企 業 、 官 庁 、研 究 関 連 の
"実 務 翻 訳"の 現 場 か ら圧 倒 的 な ご支 持 を い た だ い

て お ります 。 最 新 版 「ATLAS V9」 で は、 実 務 翻

訳 が 抱 え る課 題 、 翻 訳 作 業 の 効 率 化 を解 決 す る新 機

能 、 「翻 訳 メモ リ」 を新 た に搭 載 しま した。

翻 訳 メモ リ変 換 ッ ー ル

 翻 訳 メ モ リデ ー タ交 換 用 の標 準 フ ォー マ ッ トで あ

るTMX形 式 の 翻 訳 メモ リ と、ATLASの 翻 訳 メ モ

リ を 相 互 に 変 換 で き ま す。TRADOS杜 製

「TRADOS」 の 翻 訳 メ モ リデ ー タ と相 互変 換 が 可

能 で す 。

業 界 最 高 水 準 の 翻 訳 品 質

 「ATLAS V 9」 で は 、翻 訳 ソフ トの 要 で もあ る

翻 訳 品 質 をあ げ るた め 、 「基 本 辞 書 」 と 「翻 訳 エ ン

ジ ン」 の 両 面 で 改 善 を図 りま した。 「基 本 辞 書 」 は 、

英 日61万 語 、 日英63万 語 を収 録 。 また 、 「翻 訳 エ ン

ジ ン」 に も大 幅 な 改 良 を加 え、20%以 上 の 翻 訳 精 度

向 上 を実現 い た し ま した 。

翻訳 ワー ク ウ ィ ン ドウ

 〈翻 訳 ワー ク ウ ィ ン ドウ 〉は 、 翻 訳 メモ リデ ー タ

を翻 訳 メ モ リ に登 録 、 削 除 した り、 そ の場 で 翻訳 メ

モ リデ ー タの 内容 を編 集 した りで きる機 能 で す、,訳

文 を 一文 単 位 で手 直 し した い時 な ど、必 要 に応 じて

呼 び 出 して使 い ます 。

2.機 能

翻 訳 メモ リ

 原 文 と訳 文 を対 に した 翻訳 例 を翻訳 メ モ リ と して

登 録 で き ます 。

翻 訳 メ モ リは 、翻 訳 す る 文 と、翻 訳 メ モ リデ ー タが

どの程 度 マ ッチ して い る か 、 設定 され た度 合 い に応

じて適 用 され ます 。
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対訳エディタ上での翻訳メモリ適用例

対訳エデ ィタ

 対訳エデ ィタとは、原文と訳文を左右に表示 し、

編集作業を行いながら翻訳を行うための機能です。

編集作業に役立つ多彩な翻訳機能で、効率の良い翻

訳作業を実現 します。

 V9で は新たにフォントの大きさ、種類を設定で

きるようになり、個々のユーザーに合わせた表示が

可能にな りました。

メ ー ル翻 訳

 メ ー ル ソ フ トに 、ATLASの メニ ュ ー コ マ ン ドま

た は ッ ー ル バ ー を 追加 し、 受信 した メ ー ル 、 こ れ か

ら送 信 す る メ ー ル を 翻 訳 し ま す 。 従 来 のOutlook
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Express、 LotusNotesに 加 え 、 Outlookに も 対 応

し ま した 。
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ホ ー ムペ ー ジ翻 訳

 ホ ー ムペ ー ジ翻 訳 は、Internet Explorerま た は

Netscapeと 連携 して、 日本 語 の ホ ー ム ペ ー ジ を英

語 に、 英 語 の ホ ー ムペ ー ジ を 日本 語 に ク リ ッ クひ と

つ で 翻 訳 します 。

メー ル翻 訳

連携 翻 訳(Word、 Excel、 PowerPoint、 Acrobat、

OASYS、 一 太郎)

 原 文 フ ァ イル の レ イア ウ トその ま ま に翻 訳 します 。

Microsoft Officeで は 、 テ キ ス トボ ック ス な どの オ

ブ ジ ェ ク トや 表 の 内容 も翻 訳 され るの で 合 理 的 に訳

文 フ ァイ ル を作 成 で き ます 。ツー ル バ ー か ら直 接[単

語 登 録]、[単 語 検 索]、[翻 訳 ワ ー ク ウ ィ ン ドウ]を

呼 び 出 し、編 集 作 業 が 簡単 に行 え る よ う に な りま し

た 。

ホ ー ムペ ー ジ翻 訳

お ま かせ 記 文

 英 語 ・日本 語 の レ ター を 自動 作 成 す る ッー ル で す 。
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Internet Update

 最 新 の 時 事 用 語 や ス ポ ー ッ 、音 楽 等 の エ ン ター テ

イ メ ン ト辞 書 をwebサ イ トか ら ダ ウ ン ロ ー ドで き

ます 。
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睾甲ソメント

専 門 用 語 辞 書

 専 門 分 野 向 け に25分 野 、 英 日213万 語 ・日英217万

語 の 専 門 用 語 辞 書 を オ プ シ ョンで 用 意 して お ります 。

また 、ATLAS V9本 体 の 「電 子 辞 書 」 用 の 専 門用

語 辞 書 デ ー タ も5分 野227万 語 を収 録 して い ます 。

翻ワ ・

 λ弱Fl'腰 5まρ.餅● BW     6置

連携翻訳
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専門用語辞書一覧

分野

1.情 報 処 理

2.電 気 ・電 子

3.物 理 ・原 子 力

4.機 械

5.工 業 化 学

6.プ ラ ン ト

7.土 木 ・建 築

8,金 属

9.地 学 ・天 文

10.輸 送

ll.自 動 車

12.軍 事

13.農 林 水 産

14.生 物

15.医 学(生 化 学)

16.医 学(薬 学)

17.医 学(解 剖 学)

18.医 学(疾 患 ・症 状)

19.医 学(精 神 医 学)

20.医 学(医 療機 器)

21.金 融 ・経 済

22.法 律

23.ビ ジ ネ ス

24.人 名 ・地 名

25.環 境

英日

136,㎜ 語

93,000語

166,㎜ 語

77,㎜ 語

129,㎜ 語

62,000語

52,000語

44,㎜ 語

70,㎜ 語

60,㎜ 語

42,000語

 111語

68,㎜ 語

159,㎜ 語

142,㎜ 語

62,000語

55,000語

179,000言 吾

29,000語

52,000語

53,000語

8,000語

131,㎜ 語

205,000語

32,000語

日英

   吾137,000

   吾94,000

   吾  111

   吾・111

   吾130,000

   吾64,000

   吾 111

   吾45,000

   吾 111

   吾61,000

   吾43,000

   吾.111

   吾・・111

   吾・1111

   吾1/111

   吾64,000

   吾・111

   吾' 111

   吾 11!

   吾 !11

   吾54,000

   吾1111

   吾132,000

   吾! 111

   吾 111

3.動 作 環 境

動 作OS:日 本 語Windows XP/Me/2000/98/95/

     NT 4.0

必 要 メ モ リ:32MB以 上(Windows XPで は64MB

      以h)

必 要 デ ィス ク容 量:翻 訳 ダ ブ ルパ ッ ク 195MB

        EJ/JE       190MB

4.価 格(税 別)

ATLAS EJ V g

ATLAS JE V g

ATLAS翻 訳 ダブ ル パ ッ クV9

ATLAS専 門用 語 辞 書 フ リーパ ックV9

ATLAS翻 訳 ス ーパ ーパ ックV9

58,000円

58,000円

.:11

78,000円

128,000円

既 に 「ATLAS」 の 旧 版 を お 持 ち の お 客 様 に は 、バ

ー ジ ョ ンア ップ製 品 を販 売 い た します 。 詳 し くは ド

記 のURLを ご参 照 くだ さい。

http://software.fujitsu.com/jp/atlas/versionup.html

■ お 問 い 合 わ せ 先

富 士通 株 式 会社

プ ラ ッ トフ ォー ム事 業推 進 本 部 ビ ジ ネ ス推 進統 括 部

ミ ドル ウェ ア ビ ジ ネ ス推 進 部

〒100-8143東 京 都千 代 田 区 大 手 町2-6-2

TEL:03-3548-3795

受 付 時 間:9:00～12:00/13:00～17:00

     (土 日祝 日除 く)

URL:http://software.fujitsu.com/jp/atlas/1

購務織 馨ま砂

AAMT会 員 による著書のご紹介(H14年7月 ～)

■ 「私のお すすめパ ソコンソフ ト」 岩波アクティブ新書

    著者: 大阪大学 教授 成田 一 他

定価735円

■ 「1492年 のマ リア」 講談社 定価(本 体2,㎜ 円+税)

    著者: 東京大学 教授 西垣 通

■ 「ISO9000顧 客満 足 システムの構築」 日科技連

    著者: 株式会社キャノン 畠中 伸敏 他

定 価(本 体2,800+税)
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会貴投稿
一翻 訳 ソフ トを使 い こな す には 一

ユ ーザ ーの工 夫 が必 須

日本翻訳協会(JAT)理 事 佐藤幸浩

最近 の 翻 訳 ソ フ トにつ い て 、 機 能 の 大躍 進 は 見 られ

な い もの の 、確 実 な改 良 が 見 られ る 。特 に以 下 の点

で明 ら か な改 良 が 見 られ る。

1)基 本 辞 書 の 増 強

2)翻 訳 メモ リーの 機 能 強 化

3)ソ フ ト自体 の 安 定 性 の 向 上

こ れ に 、 ハ ー ドウ ェ アの 面 、つ ま りCPUス ピ ー ド

の 向 ヒとRAMの 増 強 が 相 まっ て 、翻 訳 ソ フ トは確

実 な進 歩 を遂 げ て い る。

私 は翻 訳 ソ フ トを使 い 始 め て ほ ぼ5年 に な る 。使 用

ソ フ トは 、AtlasとPC-Trancerで あ る。 翻 訳 ソ フ

トを使 い なが ら、 私 は、 「こ うい う機 能 が あ れ ば い

い な」 とか 「この よ う な改 良 を加 え て ほ しい」 とか 、

い ろい ろ な要 望 を心 に抱 い て きた 。 そ して 、 幸運 な

こ とに 、そ れ らの 要 望 の 多 くは 、 ソ フ トの バ ー ジ ョ

ンア ップの 度 に、 少 しつ つ で は あ る が 、 満 た され て

き てい る。 ただ し、 す べ て 満 足 して い る わ け で は な

い 、,「欲 望 には き りが ない 」 と言 わ れ る よ うに 、 あ

る レベ ルの 欲 望 が 満 た され る と次 な る レベ ル の欲 望

が わい て くる もの で あ る 。 よ って 翻訳 ソフ トに対 す

る 要望 も、 製 品 が 存 続 す る 限 り、 限 りな く継 続 す る

はず で あ る。

この 記Lで は 、 これ まで に抱 い て きた 要望 、現 在 抱

い て い る要 望 を整 理 して み た い 。 また 、筆 者 が ソ フ

トの不具合な点をどのように工夫 して実務的な使用

に耐えられるツールとして利用 してきたかを紹介す

る。

筆者の主な用途

1)電 気 機 器 マ ニ ュ ア ル の和 文 英 訳

原 稿 はWordの 和 文 フ ァ イル。 こ れ を フ ォー マ ッ ト

を維 持 した ま ま本 文 を英 語 に変 換 す る 。 最 初 の仕 事

は 、す べ て手 翻 訳 す る。 リ ピー トの作 業 で 翻訳 ソ フ

トを活 用 す る。

2)事 務 機 器 に関 す る 一般 文 の翻 訳(英 和 両 方 向)

原 稿 はExcelフ ァ イ ル 。 同 じ文 が 多 い。 量 が 膨 大

で1フ ァ イ ルあ た り200万 語 。 大 量 に 文 を投 入 して

作 業 す る。 高 品質 の 翻 訳 は必 要 な し。

1.安 定 性

安 定 性 が 高 い翻 訳 ソ フ トは 、 どの よ うな条 件 で も確

実 に動 作 す る。 しか し、翻 訳 ソフ トに よっ て は 、安

定 性 に疑 問 が あ る。 例 え ば、 大 量 の文(例:100,㎜

文)を 翻 訳 させ る と 、途 中で エ ラ ー を引 き起 こ す場

合 が あ る。 安 定 性 は 、最 も基 本 的 な機 能 で あ る。 翻

訳 ソ フ トに は最 も基 本 的 な 「強 靱 さ」 を 要望 した い。

対 応 策:安 定 性 の 低 さに対 処 す る ため 、作 業 させ る

時 には 、1,000文 以 下 に小 分 け して作 業 して い る 。

高次元の要望

  訳質
 隅 騨 扁 聯   便`馳こなプ仁琵`,.

 操作性  菱紹℃ル媚

  機能

動作スピード

 安定性           基本的要望

【図 要望の段階】

2.翻 訳 ス ピー ド

翻 訳 ス ピー ドは常 に 一定 で あ っ て ほ しい。 しか し、

翻 訳 ソ フ トに よ って は、 作 業 中 に急 激 に翻 訳 ス ピー

ドが 低 下 す る もの が あ る。 例 え ば 、大 量 の 文(例:

100,000文)を 翻 訳 させ る と、 途 中 か ら急 激 に 翻 訳

ス ピー ドが 低 下す る とい った ケ ー スで あ る。 翻 訳 ソ

フ トに は 、 常 に安定 した 「ス ピー ド」 を要 望 した い。

対 応 策:安 定性 の場 合 と同様 に、 ス ピ ー ド低 下 に対

処 す る た め 、作 業 させ る時 に は、1,000文 以 下 に小

分 け して作 業 して い る。
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3.機 能

最近 の翻 訳 ソフ トに は 、機 械 翻 訳 、辞 書 、翻 訳 メモ

リーの3つ の主 要 な機 能 が 付 属 して い る。 しか し、

機 能 が 付 属 す るの は好 ま しい こ とで あ るが 、 ユ ーザ

ーが 、 そ の 機 能 を必 要 と しな い場 合 や 機 能 の 性 能 が

低 い 場 合 が あ る 。 こ うい った 場 合 、 ユ ーザ ー が そ の

機 能 を 「不 使 用」 に設 定 す る こ とが で き ない 。 特 に、

多 くの 翻 訳 ソ フ トで は 、付 属 す る翻 訳 メモ リー 機 能

の み を 「使 用 」 して 、 自動 翻訳 機 能 を 「不使 用 」 に

設定 す る こ とが で きな い。

対 応 策:自 動 翻 訳 機 能 の使 用 ・不 使 用 を設 定 で きる

ソ フ トは 、今 の とこ ろ 、PC-Trancerの み なの で 、

そ れ を使 用 す る こ とに な る。

4.操 作 性

ユ ーザ ー の ニ ーズ に も よる だ ろ うが 、 私 の 場 合 は、

翻 訳 ソ フ トに対 して 、 高 い レベ ル の 訳 質 は最 初 か ら

期 待 して い ない 。 また 、翻 訳 ソ フ ト間 で 訳 質 につ い

て 、 若 干 の 差 は あ る もの の 、 大 差 は 見 られ な い 。 そ

うな る と、 翻訳 ソ フ トに求 め る こ とは 、 操作 の 簡 易

さで あ る 。私 は こ れ まで に気 づ い た操 作 性 の悪 さ と

して 、単 語 登 録 の煩 雑 さ、翻 訳 メ モ リー へ の登 録 の

煩 雑 さ、 設定 変 更 に対 して い ち い ち変 更 の確 認 メ ッ

セ ー ジ に 回答 す る煩 雑 さが あ げ られ る。

対 応 策:各 メ ー カ ーが デモ 版 を無 料 で 配 布 してい る

の で 、 購 入 前 に、 デモ 版 を入 手 して 操 作 性 を確 認 す

る。 実 際 に使 って み て 、使 い や す い もの を導 入 す る。

る 。私 はAtlasが 出 力 す る訳 の 訳 質 が 優 れ て い る と

判1析 し、継 続 的 にAtlas使 用 して い る。 しか し、他

の 翻 訳 ソ フ トで も、ユ ー ザ ー のL夫 しだい で 、 訳 質

を高 め る こ とが で きる とい うこ と を明 記 した い 、,

対 応 策:訳 質 を 向上 させ る方 法

1)原 文 の 修 正

英 文和 訳 の 場 合 には 、 原 文の スペ ルチ ェ ッ ク、 複 文

の単 文 化 を 実 施 す る 。和 文 英 訳 の場 合 に は 、複 文の

単 文 化 や複 文 に接 続 詞 を補 い 因 果 関係 を明 確 に させ

る。 そ れか ら読 点 や 省略 され てい る 主語 も補 う。

2)用 語 登 録 と不 適 格 訳 語 の 使 用 停 止

特 殊 用 語 を登 録 す る。 自動 翻 訳 で 標 準 辞 書 か ら不 適

格 な訳 語 を引 き出 して きた場 合 に は、 そ の 訳 語 を使

用 不 能 に設 定 す る。

3)文 を翻 訳 メ モ リー と辞 書 の 両 方 に 登録

原 文 と訳 文 の セ ッ トを翻 訳 メモ リー ば か りで は な く、

丸 ご とユ ー ザ ー 辞 書 に も登 録 す る 。

4)翻 訳 ソ フ トの併 用

翻 訳 メ モ リー と 自動 翻 訳 の機 能 を必 要 とす る場 合、

例 え ば 、翻 訳 メモ リー の 機 能 をPC-trancerで 実 行

す る。 そ して 、 自動 翻訳 の機 能 につ い てAtlasを 使

用 す る。

筆者について

佐藤幸浩

技術翻訳通訳者 ・機械翻訳オペレータ

4.訳 質

訳質が翻訳ソフトの最も核 となる機能である。そ し

て、 「安定性」や 「機能」 といった基本的条件が満

たされた上で、 「訳質」についての議論が可能とな

得意分野は電子とコンピュータ。1998年 頃より機械

翻訳 と音声認識を仕事に導入し始める。2000年 より

特定非営利法人日本翻訳者協会の理事を務める。怪

談奇談 と温泉巡 りを趣味とする。
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瓢製錨紹糞鋤

多言語対応 の翻訳 ソフ ト

"ゐ
【9か 国 語(ジ ェイエ ックスキ ューカコクゴ)"

                         株式会社 クロスランゲージ ※

※2002年10月1日 よ り、(株)ノ ヴ ァ と(株)ノ ヴ ァ ・ア ジア は 、統 合 お よび 社 名 変 更 し ま した 。

1.は じめ に

謝9か 国 語 は 、9か 国 語 と 日本 語 を双 方 向 に 翻 訳

す る ソ フ トウ ェ アで す 。 対応 す る 言語 は 、英 語 、 フ

ラ ン ス語 、 ドイ ツ語 、 ス ペ イ ン語 、 イ タ リア語 、 ポ

ル トガル 語 、 ロ シア 語 、 ポ ー ラ ン ド語 、 ウ クラ イ ナ

語 の9か 国 語 で す 。 東 ヨー ロ ッパ 圏 の言 語 に対 応 し

た 機 械 翻 訳 ソ フ トは 、 世 界 で も初 め て で す 。 イ ンタ

ー ネ ッ トの 普 及 に よ り
、 ビジ ネス や コ ミュ ニ ケ ー シ

ョ ンに必 要 な情 報 は 地 球 規模 に拡 大 して い ます。10

年 以 ヒ、 英 日 ・日英 の 翻 訳 ソ フ トを専 門 に 開発 販 売

して き た 当社 が 、 多 言 語 の 市場 に 、 初 め て投 入す る

本 格 的 なマ ルチ リ ン ガル 翻訳 ソフ トです 。

マ ルチ リン ガ ル翻 訳 は 、 まず 、 各 国 語 を 英語 に翻 訳

し、 そ の 後 、 英 語 を 日本語 に翻 訳 し ます 。逆 も同様

で 、 英語 が 、 各 国 語 と 日本 語 の 間 の ブ リ ッ ジ とな り

ます 。 この た め 、 英 語 と 日本語 間 の 翻訳 精 度 とス ピ

ー ドが 、 非 常 に重 要 とな ります 。 英 語 と 日本語 間 の

翻 訳 処 理 は 、 当 社 の 高 速 なが ら高 精 度翻 訳 の トラ ン

サ ー翻 訳 エ ン ジ ン を搭 載 しま した 。 各 国 語 と英語 間

の 翻 訳 は、 マ ルチ リ ン カル 翻訳 の 世 界 で定 評 の あ る

バ ルセ ロナ エ ン ジ ン を採 用 して い ます。 トラ ンサ ー

エ ンジ ン とバ ル セ ロ ナ エ ンジ ンの融 合 に よ り、 ス ト

レスの ない 軽 快 な多 言 語翻 訳 を 実現 して い ます。

2.開 発 の ね らい

多h語 翻 訳 の 需 要 は 、 こ こ1、2年 で急 激 に増 加 し

て い ます 。 英 語 以外 の 外 国 語 ホ ー ム ペ ー ジ の場 合 、

何 が 書 い て あ る か わ か らな い た め 、 読 む ど ころか 、

ア クセ スす る気 さえ起 き ませ ん で した。 あ る 国や 地

域 の リ アル な 情 報 は 、 そ の 国 の 言語 ペ ー ジ に ア クセ

スす る の が ベ ス トで す 。 。灰9か 画 語 は 、北 米 は も

ちろ ん 、 ブ ラ ジル 、 メ キ シコ 、 ア ル ゼ ンチ ンな ど南

米 諸 国 、 フ ラ ンス 、 ドイツ 、 イ タ リア を は じめ、 ロ

シ ア、 ポ ー ラ ン ドな ど東 ヨー ロ ッパ の 国 の言 語 も網

羅 しま した 。 お よそ 、 世界 の70%の 国や 地 域 の言 語

を カバ ー し ます 。 こ れ まで 、諦 め る しか な か っ た多

言 語 の ペ ー ジ、 あ るい は全 く興 味 の なか っ た国 や地

域 の情 報 に ア クセ ス し、 読 む事 が で き ます 。 未 知 の

世 界 へ 、 新 しい 一 歩 を踏 み 出す 事 が 可 能 に な り ます 。

3.主 な機 能

(1)高 度 な編 集 作 業 が で きるマ ル チ リ ンガ ル翻 訳

エ デ ィタ 「メ イ ンエ デ ィ タ」 メ イ ンエ デ ィ タは 、原

文 と訳 文 を上 下 の対 訳 で 表 示 します 。 別 訳 語 を表 示 、

訳 語 変 更 も可 能 で 、言 語 に よっ て は辞 書 登 録 や 学 習

機 能 も あ ります 。 言 語 の 変 更 は、 メ イ ンエ デ ィ タの

プ ル ダ ウ ンメニ ュ ー で ワ ン タ ッチ で選 択 で き ます 。

イ タ リア語 か ら英 語 へ 、 ドイツ語 か ら 日本 語 へ 、言

語 の 切 り替 えが 簡単 に行 え ます 。

(2)UNICODE対 応 の マ ルチ 言 語 エ デ ィタ

メ イ ン エ デ ィ タ は 、UNICODEに 対 応 した マ ル チ

言 語 エ デ ィ タで す 。 各言 語 の文 字 コ ー ド情 報 を持 つ

フ ァイ ルの 読 み 込 み は もち ろ ん 、 フ ァ イル 出力 に対

応 して い ます の で 、Word1Excel10utlookと い っ た 、

UNICODE対 応 の ア プ リ ケ ー シ ョ ンで 直 接 扱 う事

が で き ます 。

(3)翻 訳結果の確認に便利な 「逆翻訳機能」

メインエデ ィタで翻訳 した結果を、逆方向に翻訳す

る機能です。 日本語を他の言語に翻訳 した際、意味

が通るかどうかの目安にする事ができます。

(4)常 時 起 動 して お き、気 軽 に使 え る

   「ワ ンポ イ ン ト翻 訳 」

シ ン プ ル な イ ン ター フ ェ ー ス の ワ ンポ イ ン ト翻 訳 ウ

ィ ン ドウで 、 日本 語 と9か 国語 を双 方 向で 翻 訳 し ま

す 。 言 語 の 切 り替 え は プ ル ダ ウ ンメ ニ ュ ー で 簡単 に

行 え ます 。

(5)ホ ～ ムペ ー ジ翻 訳 もで きる 「ミラ ー翻 訳 」

ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳 、 メ ー ル翻 訳 、 ワ ー プ ロ な ど、使
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用 中 の ア プ リケ ー シ ョ ンの テ キ ス トデ ー タを翻 訳 し

て 「ミ ラー翻 訳 ビュ ワ ー」 に 表示 し ます。 ブ ラ ウザ

に表 示 され た ホ ー ム ペ ー ジ を レイ ア ウ トを保 持 して

翻 訳 し ます 。

(10)耳 で 各 国語 を確 認 で きる 「読 み 上 げ機 能 」

英 語 、 日本 語 、 フ ラ ンス語 、 ドイツ語 、 スペ イ ン語 、

イ タ リア語 、 オ ラ ン ダ語 を 文章 ご と読 み 上 げ ます 。

ロ ボ ワ ー ドfbr Jx 9の 機 能 で す。

(6)テ キ ス ト、HTMLフ ァ イ ル を連 続 して 一括

翻 訳 す る 「フ ァ イ ル翻 訳 」 原 文 フ ァイ ル を指 定 言 語

に翻 訳 して 、 フ ァ イ ル に書 き出 す 機 能 で す 。 複 数 の

フ ァ イ ル を一括 して 翻 訳 す る こ と もで き ます 。 テ キ

ス トフ ァイ ル は も ち ろ んHTMI.フ ァ イ ル に も対 応 。

HTMLタ グ を 保 持 して 書 き込 む た め 、 多 国 語 の ホ

ー ム ペ ー ジ の作 成 に も便 利 で す
。

(7)英 語 メニ ュ ー 、 ス ペ イ ン語 メ ニ ュ ー に切 り替

え可 能 。

メ ニ ュ ーや ヘ ル プ は 、 日本 語 バ ー ジ ョ ンだ けで な く、

英 語 、 スペ イ ン語 を用 意 。 設 定 で 変 更 す る だ けで す 。

(11)バ イ リ ンガ ルOCRソ フ トe.Typist

   エ ン トリー 搭 載

謝9か 国 語 各機 能 で 使 用 す る 多n語 入 力 シ ス テ ム

は 付属 して い ませ ん。WindowsXPに は 標 準 で 付 属

して い ます 。 イ ン ター ネ ッ トや フ ァ イル で 表示 され

て い る 言語 を 翻 訳 す る 事 が で き ます、,

4.動 作 環 境

対 応OS :WindowsXP/Me/2000/NT 4.0/98

      (日本 語 版)

搭 載 メモ リ:64MB以 上(推 奨128 MB以1:)

HD容 量 :300 MB以1二

(8)マ ウ ス をあ わ せ る だけ 、 ワ ンタ ッチ 翻 訳 機 能

「ロ ボ ワー ドfor Jx 9」 搭 載 マ ウ ス カ ー ソル の あ る

位 置 の 文 章 を英 日翻 訳 、 日英 翻 訳 します 。 ワ ン タ ッ

チ 翻 訳 は英 日、 日英 の み で す 。

5.製 品 詳 細 と 価 格

謝9か 国 語fbr Windows 58,000円(税 別)

http://www.crosslanguage.co.jp/products/Jx 9/

gaiyou.html

(9)英 和 辞 典 、 和 英 辞 典 、 独 和 辞 典 、 仏和 辞 典 、

西和 辞 典 の 辞 書 引 きが で き ます 。研 究 社 新英 和 辞 典

/新 和 英 辞典 、独 和 辞 典 、仏 和 辞 典 、 西 和辞 典 の 辞

書 引 きが で き ます 。 ロボ ワ ー ドforJx 9の ワ ン タ ッ

チ 辞 書 引 きや 、検 索 ス テ ー シ ョンで 辞 書 引 きで きま

す。

圏弓糠 攣薗
      xT  動    Dジ

    薦     工 蒸 毫 ・ 客 季

雛蕪
      .remノ ァイル

Jx 9か 国 語

6.お 問 い 合 わ せ 先

株 式 会 社 ク ロ ス ラ ン ゲ ー ジ 営 業 部

TEL O3-5287-7588

info@crosslanguage.co.jp

http://www.crosslanguage.co.jp/
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新製品紹鑓㈹

英 日 ・日英翻 訳 ソ フ ト

「コ リ ャ英 和!一 発 翻 訳 バ イ リ ン ガルVer.4」
ロゴヴィスタ株式会社

1.は じめ に

今 回 紹 介 す る 「コ リ ャ英 和!一 一発 翻 訳 バ イ リン ガ ル

Ver.4」 は 、1994年 に発 売 以 来160万 本 以 上 の 出 荷

実 績 を誇 る ベ ス トセ ラ ー の翻 訳 ソ フ トで す 。

普 及 価格 の1万 円 を切 る価 格 設 定 を翻 訳 ソ フ トの 中

で 初 め て行 い 、 プ ラ イス リー ダ ー と して 先陣 を き っ

た 製 品 で す 。 また 、 翻 訳 ソ フ トの ス タ ン ダー ドと し

て 製 品 ス ペ ッ クに つ い て も新 た な独 自機 能 を搭 載 し

た り、操 作 性 を 向 上 し て、2002年6月 にVer.4を

発売 しま した 。

2.「 コ リ ャ英 和!一 発 翻 訳 バ イ リ ンガ ルVer.4」

 の概 要

「コ リ ャ 英和!一 一発 翻 訳 バ イ リン ガ ルVer.4」 は、

ホ ー ム ペ ー ジ、 メー ル 、Microsoft OfTce XP、 一 太

郎 等 で の 翻 訳 が行 え る 英 日 ・日英翻 訳 ソ フ トで す 。

英語 を 「読 む」「書 く」「話 す 」「調べ る」「学 ぶ 」 が この

1本 で実 現 す る 、 簡 単 で便 利 な機 能 を満 載 して い ま

す 。

翻 訳 に は 、 本格 的 な 業務 用 ソ フ トに も使 用 され 、 高

精 度 な翻 訳 エ ン ジ ン と して定 評 の あ る 「LogoVista

翻訳 エ ン ジ ン」 の 最新 版 を採 用 して い ます 。 さ ら に、

英 文 レ ター作 成 に役 立 つ例 文 集 や 英 作 文 ヘ ル プ、「研

究社 新 英和 ・和 英 中辞 典 」 の 標 準 添 付 、 英 語 ・日本

語 音 声読 み 上 げ機 能 の 搭 載 な ど、 あ らゆ る ビ ジ ネ ス

シー ンや ラ イフ ス タイ ル に活 か せ る、 翻 訳 ソ フ トの

新 ス タ ン ダー ドで す 。

(1)ド な特 徴 、 機 能

■ 高 い構 文解 析 力 を誇 るLogoVista翻 訳 エ ン ジ ン

本格 的 な業 務 用 翻 訳 ソ フ トウ ェ アに も使 用 され 、 高

精 度 翻 訳 エ ンジ ン と して 定 評 あ る 「LogoVista翻 訳

エ ンジ ン」 を新 改 良 。 基 本 辞 書 語 数 の 大 幅 な増 強 、

シ ス テム 辞 書(英 日)の ア ップ デ ー ト対 応 に よ り、

さら に高 精 度 な翻 訳 を実 現 します 。 また 、 ユ ー ザ 辞

書 登 録 機 能 や 別 売 の 専 門 辞 書 の利 用 で 、 よ り的確 な

翻 訳 へ と発 展 させ る こ と も可 能 で す。

 ・基 本 辞 書:英 日約31万 語 、 日英約36万 語

 ・ユ ー ザ 辞 書:英 日、 日英

 ・専 門 辞 書(別 売):英 日22分 野53万 語 、 日英16

  分 野102万 語

■ 英 語 を 「読 む」

一 ホ ーム ペ ー ジや メー ル等 を簡 単 に 日本 語 に

ボ タ ン ひ とつ で 英 語 ホ ーム ペ ー ジ を 日本 語 に翻 訳 ・

辞 書 引 きす る こ とが で き ます 。 ま た、 受 信 した英 文

メー ル、 英 文PDFフ ァ イル の翻 訳 に も対 応 。

■ 英 語 を 「書 く」

一 日本 語 で 書 い た メー ル を英 文 に翻 訳 して発 信

英 文 メー ルの 作 成 も簡 単 に行 え ます 。 入 力 した 日本

語 を英 語 に翻 訳 す る 「翻 訳 エ デ ィ タ」、英 文 レタ ー作

成 に 便 利 な例 文 や ひ な 型 を 収 録 した 「例 文 ブ ラ ウ

ザ 」 を搭 載 。

フ7イ14Q) 纈蚤 販1 長示噌 隅眠(D ツ胃ルリ〕 B本 の心(印 管μ(V ヘルプ妙

晶 、駄 轟 eY?JT文蔽 鋤 議 費㌦ 昌1ピ。轟肋 嘉即 蔽
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                遡
単 価 は100ド ル で す が 大 量[注 文 し た 時 の 割 引 は あ りま す で し ょうか?

Although a unit pica is 100 dollars. is there any discount when vlacing an order in

l   tt 「

                     NUM

■ 英 語 を 「話 す」

一 筆 談通 訳 ツー ル や音 声 読 み 上 げ 機 能 を搭 載

パ ソ コ ンで ネ イテ ィブ ス ピー カ ー と筆 談 コ ミュニ ケ

ー シ ョ ンが で きる 「通 訳 くん 」を搭 載 。 さ ら に 、 「コ

リ ャ英和!」 の 各 ツ ー ル で は英 語 ・日本 語 の 音 声 読

み上 げ に対 応 して い ます 。

■ 英 語 を 「調 べ る」

一 「研 究 社 新 英 和 ・和 英 中 辞典 」 標 準付 属

定 評 あ る 「研 究 社 新 英 和 ・和 英 中 辞 典」 を搭 載 して

い ま す。 単 語 だ け で な く、用 例 や 成句 も詳 しく調べ

る こ とが で き ます 。
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 ・語 数:英 和 約9万 語 、和 英 約7万 語

 ・用 例:英 和 約8.3万 例 、和 英 約10万 例

こ の ほ か、 「コ リャ英 和!」 の 翻 訳 辞 書 か らの 辞 書

検 索 や 、豊 富 な タ イ トル を揃 えた 「シ ス テ ム ソ フ ト

電 子 辞 典 シ リー ズ」(別売)と の 連 携 辞 書 引 き もサ ポ

ー ト
。

■ 英 語 を 「学 ぶ 」

一 英 文 法 の 基 本 も しっか り学 べ る リ フ ァ レン ス搭 載

英 文 法 の 基 本 ル ール をわ か りや す い例 文 を使 って 解

説 した ク イ ッ ク リ フ ァ レ ンス を搭 載 。 英 文 の 手 紙 や

FAXの 書 式 、挨 拶 の 決 ま りご と な ど も収 録 して い

ます 。

■Microsoft Office XPに 翻訳 機 能 をア ドイ ン

「コ リ ャ英 和!」 の 各 機 能 をMicrosoft O伍ce XP

や 一 太郎12な どヘ ア ドイ ンす る こ とが で き ます 。 普

段 お使 い の ア プ リケ ー シ ョ ンで ダ イ レ ク トに翻 訳 ・

辞 書 引 き ・音 声 読 み 上 げ が可 能 。

■ 他 に も便 利 な機 能 を満載

使 い勝 手 の よい 便利 な機 能 を搭 載 して い ます 。

 ・ボ タ ン を ク リ ッ ク す る だ け の 簡 単 「操 作 パ ネ

  ル 」

 ・海外 旅 行 や 出張 に便 利 な 「ワ ー ル ド早 見 表」(世

  界 時計/度 量衡/カ レ ン ダー)

 ・各 ツー ル の起 動 をキ ー で行 え る 「ホ ッ トキ ー」

  機 能

(2)動 作 環境

対 応OS :Windows XP/Me/98 SE/98(Service

      Pack l)/2000 Professional日 本 語版

必 要CPU :PentiumII 400 MHz以 上 のCPU搭

      載 機 種 を推 奨

必 要 メ モ リ(推 奨 メモ リ):64MB以 上(128 MB以

           上 を推 奨)

HD容 量

ブ ラ ウザ

メ デ ィア

その他必要な環境

.190MB以 上 推 奨

Microsoft Internet Explorer 5.5-6.0,

Netscape Communicator 4.5,-4.7,

Netscape 6_6.2

CD-ROM

   :音 声 読 み 上 げ 用Sound Blaster

   互 換16ビ ッ トサ ウ ン ドボ ー ド

(3)価 格

・コ リ ャ英和!一 発 翻 訳 バ イ リ ンガ ルVer .4.0

 標 準 価 格 9,800円(税 別)

・コ リャ英 和1一 発 翻 訳 バ イ リ ンガ ルVer .4.0【 バ

ー ジ ョン ア ツプ版 】

 標準 価格  .11円(税 別)

・コ リ ャ 英 和!一 一発 翻 訳 バ イ リ ン ガ ルVer .4.0+

OCRソ フ ト

 標 準 価 格 14,800円(税 別)

・コ リ ャ英 和!一 一発 翻 訳 バ イ リ ン ガ ルVer .4.0フ

ルバ ック

 標 準 価 格 29,800円(税 別)

3.今 後 の 展 開

「コ リャ英 和!・ 発 翻 訳 」 シ リー ズ は 、翻 訳 ソ フ ト

の ス タ ンダ ー ドと して 言 語 の理 解 、 コ ミュニ ケ ー シ

ョ ンに必 要 な機 能 を さ らに拡 充 して い き ます 、,

言 葉 の 意 味 、使 い 方 な どを 知 りた い時 に便 利 な 「電

子 辞 典 」 との 連 携 を 強 化 し、 さ らに翻 訳 の パ ワ ーユ

ーザ 向 け に専 用 の オ プ シ ョン機 能 「翻 訳 パ ワ ー ア ッ

プ ッ ー ル」 な どを 開発 し、 今後 も使 いや す い 製 品 へ

と定 期 的 にバ ー ジ ョ ンア ップ を 図 っ てい く ア定 で す 。

■ お 問 い 合 わ せ 先

 ロ ゴ ヴ ィ ス タ株 式 会 社

 サ ポ ー トセ ン タ ー

 TEL O3-5690-9167

 http://www.logovista.co.jp/

薩 儲
 }

"●

  謹3為Vl崩

  難.._,_翻
鍵嫌囎 、髄 噸励 「'  ・・ 慰監
1霊.撃1蹴                 hこ山、「,
一                   _

一35一



薪製働紹糞㈱

業界最大級130万語の翻訳辞書を搭載 した英日/日 英翻訳ソフ ト

         「The翻 訳TMオ フ ィスV5.0」
                                 株式会社 東 芝

1.は じめ に

 東 芝 は 、翻 訳 品 質 の 高 さ と操 作 性 の 良 さ、対 応 ツ ー

ル の 多 さな どで ご好 評 を い た だ い てお ります ビ ジ ネ

ス向 け 英 日/日 英 翻 訳 ソ フ トウ エ ア 「The翻 訳 オ フ

ィス」 を バ ー ジ ョン ア ップ し、 「The翻 訳 オ フ ィ ス

V5.0」 と して8月2日 に 発売 し ま した。

 同 時 に 、 ビ ジ ネス で の翻 訳 を支 援 す る商 品 と して 、

ビ ジ ネス 向 け の辞 書 や 英 文 手 紙 辞 典 を搭 載 した 「ビ

ジ ネス ・法 律 ・契 約 書 翻 訳 オ プ シ ョン」 と、 「The

翻訳 オ フ ィスV5.0」 の ユ ー ザ 辞 書 を ネ ッ トワ ー ク

で 共 有す る環 境 を実 現 す る 「辞 書 共 有 オ プ シ ョン」

も発 売 し ま した。

 The翻 訳 オ フ ィ スV5.0は 、 搭 載 辞 書 語 数 を130

万語 に増 強 し、翻 訳 品 質 の 向 上 とあ わ せ て 業 界 最 大

語数 を実 現 した他 、 ビ ジ ネ スで 高 ま りつ つ あ る 中 国

語 の 翻 訳 ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、 中 国 語 の ホ ー ム

ペ ー ジや 文書 に対 して 、 単 語 ご と に 日本 語 訳 を表 示

す る こ とが で き る 「中 日訳 振 り」機 能 を搭 載 し ま した 。

 さ らに、 デ ジ タ ル カ メ ラで 撮 影 した 映像 も翻 訳 で

き る 「翻 訳ocR」 で は 、 Microso琵 ②word画 面 上

に組 み 込 ん だ ボ タ ン を ク リ ッ クす る だ け で 、原 稿 の

ス キ ャ ン ・文 字 認 識 ・翻 訳 を 行 い、 結 果 を 直 接

Microsoft●Wordに 出 力 す る機 能 が新 た に 追 加 さ れ

てお り、操 作性 が さ ら に向 上 し ま した。

〈 日英:8分 野 〉

 ビ ジ ネ ス、情 報 、電 気 ・電 子 、機 械 、化 学 、医 学 ・

 バ イ オ、航 空 、住 所

(2)中 国 梧 の 日本 語 へ の 訳 振 り を 実 現(中 日訳 振

  り)

 中 国 語 の 翻 訳 ニ ー ズ に対 応 し、 ホ ー ム ペ ー ジ全 体

や ホ ー ム ペ ー ジ上 の指 定 範 囲 の 中 国 語 に 日本 語訳 を

振 る 機 能 を搭 載 し ま した 。 ホ ー ム ペ ー ジ以 外 で もマ

ウ ス カー ソル で文 字 を ポ イ ン トす る と 自動 的 に訳 振

り を行 え ます 。
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 で吻る/脚品/の/質 / /9卜艘/お よび/価臆/ /、と!罫鷺/製高/～ のよう/,/メ ーn-/の/亨 噛

↓ e  
〆Kfi〆臓駒  /油爵  /融向/釣/重 纂 /脈准/之 一/ ./

 すてに/ねる/彰 蟹する/,嗣●する/■騨/の/童 翼躯/禰購/一つ/./

 `                                               、艶

穣 鰍7                                                                 ● イ"瞥ネ,ト

           煮2亀竈零   触墜  網撒研 艮
公q介昭' 奈2齢 懸期周弄線 ヒ凛、 鋼 し rl側三b躍出電妃孝鴨 駈5日壕顛 一簿免費上n臓劣画
井対上「}餓6煙出馴蹴"要 寧・被*粒 化一一上f71UMY蹴 系鱗.鴫 堵燗.掻凋吐書戸戯も;
                  Y
                  准

中 日訳振 り

2.The翻 訳 オ フ ィスV5.0の 主 な機 能

(1)130万 語 の 辞 書 搭 載 で さ ら に 向 上 し た翻 訳 品

  質

 搭 載 辞 書 語 数 は 業 界 最 大 級 の130万 語(英 日65万

語 、 日英65万 語)を 搭 載 して い ます 。 ま た、 翻 訳 対

象 に 合 わせ て適 切 な翻 訳 がで き る よ う下 記 の 分 野 辞

書 も標 準 搭 載 し、翻 訳 品 質の 向上 を図 りま した 。

〈 英 日:15分 野 〉

 ビジ ネ ス 、情 報 、電 気 ・電子 、機械 、化 学 、医 学 ・

 バ イ オ、 航 空 、住 所 、 シ ョッ ピ ン グ、 オ ー ク シ ョ

 ン、 エ ンタ ー テ イ メ ン ト、 グル メ、 スポ ー ツ、 ト

 ラベ ル 、 キ ャ ンパ ス ラ イ フ

(3)Microson●Wordか ら シ ー ム レ ス に 呼 び 出 せ

  る 「翻訳OCR」

 従 来 よ り好 評 の 「翻 訳OCR(翻 訳 機 能 付 きOCR

ツ ー ル)」は 、Microsoft●Wordと シ ー ム レ ス に結 合

す る こ と に よ り、操 作 性 が 向上 し ま した 。Microsoft⑧

Word画 面 上 に組 み 込 まれ た ボ タ ン を ク リ ッ クす る

だ け で 、 「翻 訳OCR」 を呼 び 出 し、 原 稿 の ス キ ャ

ン ・認 識 ・翻 訳 とい う一連 の作 業 を実行 し、 結 果 を

直接Microsoft●Wordに 出力 す る こ とが で き ます 。

さ らに 、 スペ ル チ ェ ッ クを新 装 備 し、 認 識 結 果 の チ

ェ ッ ク も容 易 に な りま した。
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(4)Microsoft●Officeや 秀 丸 エ デ ィ タ連 携

 ビ ジ ネ ス シ ー ン で 使 用 さ れ る こ と の 多 い

Microsoft●Officeを は じめ 、 Lotus Notes、 一 太郎 、

更 には シェ ア ウエ ア で 好 評 の 「秀 丸 エ デ ィ タ」 に も

翻 訳 機 能 を組 み込 め ます 。

 Microsoft●Word文 書 に埋 め 込 ま れ たMicrosoft⑧

Excel、 Microsoft●PowerPoint● の 図 表 も 一 緒 に翻

訳 で き る上 、Microsoft●Word画 面 か ら、翻 訳 メ モ

リや確 認 翻 訳 、訳 語 の 学 習 等 が で き ます 。

 また 、Microsoft●Word文 書 中 か ら辞 書 登 録 を推

奨 す る語 句 を 自動 的 に リス トア ップ し、 一括 して登

録 で きる機 能 も有 す る な ど辞 書 整 備 も容 易 に な りま

した。

(5)ク イ ッ ク翻 訳 の 強化

 マ ウ スで 文 字 をポ イ ン トす る だ けで 翻 訳 が 行 え る

ク イ ック翻 訳 が 、 複 数 行 に わた る1文 も 自動 判 別 し

て行 え る よ う に な りま した 。

(6)イ ン ター ネ ッ ト関連 の機 能 を強化

 ブ ラ ウザ で の 翻 訳 機 能 を 充 実 し ま した 。The翻 訳

オ フ ィ スV5.0で は、 Microsoft●lnternet Explorer

に 「The翻 訳 ッ ー ル バ ー」 を組 み 込 め ま す 。 エ ク

ス プ ロ ー ラ バ ー で の 翻 訳 結 果 対 訳 表 示 とEPWING

辞 書 の 参 照 や 、 ブ ラウ ザ 上 で の 学 習 、 キ ー 入 力 した

文 の 翻訳 な ど と併 せ 、 ます ます使 い勝 手 が 向 上 し ま

し た。 ま た 、 第3の ブ ラ ウ ザ と 呼 ば れ るOperaや

Windows●XPに 標 準 搭 載 のWindows●Messenger

に もい ち 早 く対応 して い ます。

(7)研 究 社 新 英 和 ・和 英 中辞 典 の標 準 搭 載

 翻 訳 家 を始 め広 く使 わ れ て い る 上 記 辞 典 を 電子 辞

書 と して搭 載 して お り、翻 訳 実 務 で ニ ー ズ の 高 い辞

書 引 きが 可能 です 。

3.The翻 訳 オ フ ィ スV5.0の 動 作 環 境(全 て 日本

 語 版)

対 象 機 種:PC/AT互 換 機

CPU  :Pentium● 以 上/CerelonTM以 上 推 奨

メ モ リ :48MB以 上(OS使 用 分 を 除 く)

デ ィスク :最 小220MB～ フルインストール630 MB

対 応OS:Microsoft●Windows●98/98 SE/Me/

     2000/XP

     Microsoft●Windows NT●4.0(SP 6 a以 上)

連 携 可 能 な ソ フ トウ ェ アお よび バ ー ジ ョ ンにつ き ま

して は、 製 品 情 報URLを ご覧 くだ さい。

4.英 日/日 英 ビジ ネ ス ・法律 ・契 約 書翻 訳 オ プ

 シ ョ ン

 日々 の ビ ジ ネス 翻 訳 をサ ポ ー トす る た め に 、手 紙

文 例278編 、 ビジ ネ ス 文 書13編 を は じめ 、英 文 執 筆

の 際 に役 立 つ 文例 が 満 載 の 朝 日出 版 社 の ロ ン グ セ

ラ ー 「最 新 ビ ジ ネ ス英 文 手紙 辞 典 」を提 供 してい ます 。

 さ らに ビジ ネ ス ・法律 分 野 の翻 訳 に役 立つ 専 門用

語 辞 書5分 野 ※1、定 評 の あ る 日外 ビジ ネ ス ・法 律 用

語 辞 典 に基 づ い た 「法 律 ・金 融 用 語 辞 書 」 の 合 計74

万 語 を収 録 して い ます 。

 他 に も、 交 渉 ・見積 り ・注 文 ・価 格 交 渉 な ど多 岐

にわ た る ビ ジ ネ ス文 書 に頻 出 す る 文を メモ リ辞 書 に

登 録 して お り、 自動 検 索 され た 類 似 文 を活 用 す れ ば 、

な め らか な 翻訳 結 果 が 得 られ ます 。

※1:ビ ジ ネス、情 報 ・通信 、運 輸 ・物流 、生 産 ・品 質、

 固有 名詞の5分 野

5.辞 書共有オプション

 ビジネス文書では、新語が頻出するため辞書登録

は欠かせ ません。そ して新語登録 した辞書をチーム

全体で活かし、均質な翻訳結果を得ることが必要で

す。辞書共有オプションでは、ネットワーク.r_の辞

書サーバを経由してユーザ辞書をチーム全体で共有

する環境を実現 します。

● 英 日/日 英 ビ ジ ネ ス翻 訳 オ プ シ ョ ン、 辞 書 共 有 オ

 プ シ ョ ンは単 体 で は動 作 い た しませ ん。 詳 し くは

 製 品 情 報URLを ご覧 くだ さい。

● 製 品 情 報URL

 http://www.hon‐yaku.toshiba.co.jp/

*Pentium、 Cerelonは 米 国 イ ンテ ル社 の 商標 ま た

 は登 録 商 標 で す 。

*Microsoft、 Windows、 Windows NTお よび

 PowerPointは 米 国Microsoft Corporationの 米

 国 お よ びそ の 他 の 国 にお け る登 録 商 標 また は 商 標

 で す 。

*一 太 郎 は 、 株 式 会 社 ジ ャ ス トシ ステ ム の 登 録 商 標

 で す 。

*The翻 訳 は 株 式 会 社 東 芝 の 日本 に お け る商 標 で す 。

*そ の他 、 本 文 中 の 商 品 名 称 はそ れ ぞ れ 各 社 が 商 標

 と して使 用 して い る場 合 が あ ります 。

*本 製 品 の 仕様 は 予 告 な く変 更 され る場 合 が あ りま

 す 。
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新製品紹糞㈱

業務 アプ リに組み込 める英 日/日 英翻訳 ソフ ト

     「Th e翻 訳TMサ ーバV2」
                             株式会社 東 芝

1.は じめ に

 東 芝 は 、 高 い翻 訳 品 質 を実 現 す る と と も に、 英 日

/日 英 双 方 向 の 翻 訳 機 能 をサ ー バ マ シ ン(Solaris

ま た はWindows⑧ 環 境)上 で 稼 動 す る 各 種 の 業 務

ア プ リ ケー シ ョ ンに組 み 込 ん で 利 用 す る こ との で き

る 英[-1/[1英 翻 訳 ソ フ ト 「The翻 訳 サ ー バV2」 を 、

8月30日 か ら発 売 しま した。

 「The翻 訳 サ ー バV2」 は、 文 献 検 索 ・閲 覧 シ ス

テ ム 、情 報 配信 シス テ ム、メー ル シ ス テム な ど、サ ー

バ で稼 動す る 各種 の 業 務 ア プ リ ケー シ ョン に英 日/

日英 双 方 向 の翻 訳 機 能 を組 み 込 ん で 、 翻 訳 機 能 の 利

用 をUr能 に します 。 これ に よ り、 利 用 者 と業 務 ア プ

リ ケー シ ョ ン との 間 で 受 け渡 され る英 語 の情 報 を 日

本 語 に 、 日本語 の情 報 を英 語 に翻 訳 で き、 なお か つ

辞書 デ ー タや翻 訳 時 の 設 定 を'元 管 理 で き ます 。

 また 、 ホ ー ムペ ー ジ翻 訳 、 メー ル 翻 訳 、 テ キ ス ト

翻訳 が で きる他 、 「ク ラ イ ア ン ト翻 訳 オプ シ ョン」

を使 用 す る こ と に よ り、 ビ ジ ネス シー ンで使 用 され

る こ との 多 いMicrosoft●Officeお よ びAdobe㎞bat

との連 携 翻 訳 もu7能 にな ります 。

2.製 品 の概 要

(1)業 界 最 大 級130万 語 の 搭 載 辞 書 語 数

 搭 載 辞 嵜 語 数 を130万 語(英 日65万 語 、 日 英65万

語)に 増 強 しま した 。 また 構 文 解析 、訳 語選 択 、訳

し分 け 規則 等 の 改 善 に よ り翻訳 精度 を 向 ヒしま した。

サーバ内に辞書を共有することで、利用者は均 …性

の高い翻訳結果が得 られます。

(2)業 務 アプ リケ ー シ ョンへ 翻 訳 機 能 組 込 が可 能

 業務 ア プ リケ ー シ ョ ンに翻 訳 機 能 を組 み込 む た め

の ラ イ ブ ラ リ(API)を ご提 供 し ます(図1)。API

で提 供 され る 関 数 を組 み 込 む こ と で 、 業 務 ア プ リ

ケ ー シ ョ ンか らThe翻 訳 サ ー バ を 呼 び 出 す こ とが

で き ます。 業 務 ア プ リケ ー シ ョ ン と別 の マ シ ンで動

作 す るThe翻 訳 サ ー バ を呼 び 出 す こ と もで き ま す

の で 、負 荷 分 散 も可 能 で す。

 例 え ば 図2の 様 に、 端 末 か ら 入 力 され た 日 本 語

キ ー ワ ー ドをThe翻 訳 サ ー バ で 英 語 化 し、 英 文 デ ー

タベ ー ス で 検 索 し ます 。 そ して 、検 索 結 果 をThe

翻 訳 サ ー バ で 日本 語 化 して端 末 に返 す こ とが で き ま

す 。

trans ((char *)src,

[

(char *)tar)

}

connect server O;

put_src( src );

get_tar( tar ):

disconnect_server();

APIで 提 供される

関数の例

図1APIの 使用例を使用 したプログラム例

OO
①:日 本語キー ワード送 信

⑧

⑧:翻訳結果を整形して送信

  業 務 アプリ

・・. システム

"-. '°・:
・ぐ

④:③を基に検索

●一'
 5

口回 ②略 嘱皇

⑤:英文検索結果

 英文

データベース

           ② ③ ⑥ ⑦ ⑥:英文検索結果送信

③・翻訳・れた英語キー・一・寺1寺1⑦ ・和文・翻訳・れ・検索結果

The翻 訳 サ ーバ

図2 翻訳付きデータベース検索システム
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(3)翻 訳ソフトの一元管理により運用が容易

 翻訳のための設定情報やソフ ト管理、辞書整備が

サーバ上で一元管理でき、運用コス トの低減が図れ

ます。

(4)業 務 ア プ リケ ーシ ョ ン に組 み 込 む ため の 支 援

  サ ー ビス の提 供

 業 務 ア プ リケ ー シ ョン にThe翻 訳 サ ー バ を 組 み

込 むた め のAPIコ ンサ ル テ ー シ ョ ン、開 発 支援 サ ー

ビ ス等 各 種 の 充 実 した サ ポ ー トサ ー ビ ス を提 供 し ま

す 。

(5)導 入 か ら保 守 ま での サ ポ ー トサ ー ビ スの 提 供

 導 入前 か ら運 用 ・保 守 に至 る まで利 用 者 の シ ス テ

ム に合 わせ た環 境 設 定 、負 荷 分 散 設 定 、運 用 教 育 の

他 に ス ター トア ップ 、 クラ イア ン トイ ンス トー ル 、

APIコ ン サ ル テ ー シ ョ ン、 辞 書 構 築 、 カ ス タ マ イ

ズ等 各 種 の支 援 をサ ポ ー トサ ー ビス メ ニ ュ ー に よ り

利 用 で きます 。

3.シ ス テ ム 構 成

<<UNIXサ ーバ で の 構 成 〉>

象
種

対
機

os

メ モ リ

デ ィス ク

その他

AS/UXシ リ ー ズ 、 Sun製WS/Server

(UX 7000シ リー ズ 推 奨)

日本 言吾Solaris 7/8

64MB以 上(翻 訳サーバ1台 使 用分 として〉

インス トー ル

ス ワ ツプ

キ ャ ッシ ュ領域

スプ ール領域

230MB以!

100MB以1

500MB以}

100MB以1

を推奨
を推奨

Webサ ー バ と して 、 iPlanet Web Server

Enterprise Editionが 必 要 。 CGIが 動 作r

能 な 環 境 が 必 要 。

(6)専 門 分 野 の 文 書 翻 訳 に役 立 つ 専 門 用 語 辞 書

 「専 門用 語 辞 書 オ プ シ ョ ン」 を追 加 す る こ とに よ

り、英 日/日 英16分 野(ビ ジ ネ ス、 情 報 ・通 信 、電

気 ・電 子 、 機 械 、 建 築 ・土 木 、運 輸 ・物 流 、 化 学 、

バ イ オ ・生 物 、 医 学 ・薬 学 、 数 学 ・物 理 、 自然 科 学 、

軍 事 ・防 衛 、 原 子 力 、 生 産 ・品質 、 繊 維 ・衣 料 、 固

有 名 詞)203万 語 の 辞書 デ ー タを使 用 で き ます 。

<<IAサ ー バ で の構 成 〉 〉

象
種

対
機

OS

メ モ リ

デ ィス ク

その他

PC/AT互 換 機

(MAGNIAシ リー ズ推 奨)

日本 語Windows N⑱Server 4.0

           (SP 6 a以 ヒ)

日本 語Windows●2000 Server

64MB以 上(翻 訳 サーバ1台 使 用分 として)

イ ンス トー ル

ス ワ ツプ

キ ャ ッシュ領域

ス プー ル領域

230MB以 ヒ

100MB以L

500MB以 ヒを推 奨

100MB以 一Lを推 奨

Webサ ー バ と して 、 iPlanet Web Server

Enterprise Edition、 ま た はIIS 3.0/4.0

が 必 要 。CGIが 動 作 可 能 な 環 境 が 必 要 。

(7)便 利 な翻 訳 機 能

 Webブ ラ ウザ 上 に 表 示 され た ホ ー ム ペ ー ジ の 翻

訳 や テ キ ス トの 翻 訳 を行 った り、 メー ルで 原 文 を送

信 し、 翻 訳 した結 果 を返信 させ る こ とが 可 能 で す 。

(8)ビ ジ ネ ス ツ ー ル との連 携翻 訳

 オ プ シ ョンの 「ク ラ イア ン ト翻訳 オ プ シ ョン」 を

使 用す る こ とに よ り、 ビ ジ ネ ス シー ンで使 用 され る

こ と の 多 い 、Microsoft●Officeお よ びAdobe

Acrobatか らの 翻 訳 要 求 が 行 え ます 。 翻 訳 結 果 の レ

イア ウ トは崩 れ ませ ん(*//の で 、会 議 資 料 な ど の翻

訳 に も利 用 で き ます 。

(*1)場 合 によ り一部 反映で きない情報 もあ ります。

● 製 品情 報URL

 詳 しい連 携 ツ ー ル な ど の 情 報 に関 して は、 次 の

 URLを ご 覧 くだ さい 、,

  http://www.hon‐yaku.toshiba.co.jp/

*Microsoft、 Windowsお よびWindows NTは 米

 国Microsoft Corporationの 米 国 お よ び そ の他 の

 国 に お け る登 録 商標 また は 商標 です 、,

*SUN、 Solaris、 iPlanetは 、 米 国 及 び そ の 他 の

 国 に お け るSUN Microsystems, Inc.の 商標 ま

 た は登 録 商標 で す 。

*Adobe、 Adobe Acrobatは 、 Adobe Systems

 Incorporated(ア ドビ シ ステ ム ズ社)の 商 標 で す 、、

*The翻 訳 は株 式 会社 東 芝 の 日本 におけ る商 標 です,,

*そ の他 、 本 文 中 の 商 品 名称 は そ れぞ れ 各社 が 商標

 と して使 用 して い る場 合が あ ります 。

*本 製 品 の 仕 様 は予 告 な く変 更 され る場 合が あ りま

 す 。
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ア ジア言語の翻訳 ソフ ト(2002年 度版)

★ 原 則 と して 、英 日/日 英 以外 の ア ジ ア言 語 の 翻 訳 ソ フ トを掲 載 し てい ま す 。TMツ ー ル 、 辞 書 引 きの み の

 ツ ール 、オ プ シ ョ ン辞書 は原 則 と して非 掲 載 。

★ ソ フ ト名称 は 、 原則 と して プ ラ ッ トフ ォー ム/言 語 対/バ ー ジ ョン を省 略 して い ます 。

  (例:「AAMT/ej for windows V2.0」 と い う製 品 の 場 合 → 「AAMT」 と記 載)

★ 複 数 の 製 品 を 扱 って い る メ ー カ ー のURLは 、 その 内1製 品 のURLの 場 合 が あ り ます 。

★ 本 ペ ー ジに 記載 の ソ フ トの使 用 、本 ペ ー ジ に記 載 のURLに ア クセ ス した こ と に起 因 す る す べ て の 損 害 を

 AAMTは 補 償 い た し ませ ん 。

A:ア ラ ビア 語 、C:中 国 語 、 E:英 語 、 F:フ ラ ン ス語 、 G:ド イ ツ 語 、 H:ヘ ブラ イ語 、1:

J:日 本 語 、K:韓 国 語 、 P:ポ ル トガ ル 語 、 R:ロ シア 語 、 S:ス ペ イ ン語 、 T:タ イ語

イ タ リア 話 、

(順不同)

Product Name

An-Nakel AI-Arabi

MLTS

CITAC Translator

Huan Yu Tong

Huan Yu Tone Professional

Jin Shan Express 2000

J-Seoul

J-Beiiin

Korean Sybo Trans English

Orient Express 2000

NetSurfer/ce

Korvo

SAKHR CAT Translator

Shunwukong

Sunshine ETran

Sunshine NetReader

Sunshine TranSuite Professional

Transtar Fundamental

Transtar Professional

Yuri-Chan

SuraSura Haneul

SuraSura HONYAKU Tokyo-Seoul

LaneuaEes

E/F-A

C-E

C-E

E-C

J-K

J-C

E-K

E-C

E-C

J-K

A-E

C-J

E-C

E/J-C

E/J-C

J-K

J-K

Companv/URL

Cimos(France)

  httD://www.cimos.com

CITAC Computer[nc.(Florida)
  htto://www.citac-mt.com

Computer and Microelectronics Industrial

Deveropment(China)

  htto://www.china-trans.net
Jin Shan Computer Software Company(China)

  htt ://chiba.kin sof七net

Kodensha(Japan)

  http://wwwl.mesh.ne.ip/KODENSHA/ene/
World Language Resources(California)

  http://www.worldlaneuaee.com

Beijin Shiba Ming Tai Computer Application
Technology Co.Ltd.(China)

  htto://www.sunv.com

Cross Language(Japan)

  htt://www.crosslan ua e.co.'/

Sakhr Software Co.(Egypt)

 http://www.sakhrsotf.com
Create Osaka Co.(Japan)

 http://www.kita-osaka.co.ip/create/
Sunshine Technology Company Ltd.(China)

 http://www.sun863.com

Transtar Company(China)

  http://www.translc.com

Trilingual Peksong(Japan)

  http://wwwl.odn.ne.ip/caa33950/mvhome/
UnikoTech(Japan)

 http://www.unikotech.com/japan/product/j_
  roduct5.htm
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Internet Passport

eZTrans

Hansul Gana

E-Trans

Seoul Tokvo

J-Transeate

K-Trans ate

NanaTech Chinese Translator

TransPen

Transwhiz

Kingsoft FastAIT

'環
干通

桑夏訳王

信CAT

網訳

BABEL for Haneul

ALA Haneul

Trannie

Jaoantrans

smartran

KORYO

ACHIM

Praema 1.0

Laneuaee Master

LogoMedia Translate

MagicalGate

AbcThai

ArabTrans

AI-Waft

AI-Mutariim AI-Arabe

Targumatik

Huajian Translation

C-E

J-K

E-K

J-K

J-K

J-C

J/E/C

E-C

J/E/C

E-C

E-C

E-C

J/E/C

K-J

E/J/K

K-J

K/J/E

K-J

J-K

E/R/U

E/F/G/[/J/

C/K/S/R/P

E/J/K

E/G/T

E-A

E-A

E-H

E-C

Hostran&Microc Software,[nc(Taiwan)

  htto://www.hostran.com.tw/

Changshin Soft(Korea)

  htto://www.cssoft.co.kr/

Dream C&C(Korea)

  htto://www.dreamsell.co.kr/

Unisoft(Korea)

  htto://www.unisoft.co.kr/unisoft-korea/

NanaTech(Japan)

  htto://www.nanatech.co.i /nana1.html

Otek International Inc.(Taiwan)

  htto://www.otek.com.tw/
Kingsoft Company(China)

  htt://www.iciba.net/en lish/home.htm
一言
口

htt

与 微 子 発 展 研 九 中 心(China)

//www.china-trans.net/hvt mt.htm

桑 夏 団 公 司(China)

  http://www.sunshine-group.com/products/

  sxvw.htm

信

htt

件 術

//www.

限 公 司(China)

ba.com/cois.html
'  言  心 用 術 開 発(Chi

na)

http://www.dfwy.sunv.com/item/2001-08-

29/92.html

Haansoft Inc(Korea)

  htto://www.haansoft.com/
Worldman Corporation(Korea)

  htto://www.worldman.com/

Bencom Inc(Korea)

  htto://www.smartran.co.kr
DIGIKO SOFT(Japan)

htt://www.di iko.co.'/w c/c/index.html

Trident Software, Ltd(Ukraine)

  httD://www.trident.com.ua/index.html

VirtualWare Technologies(CANADA)

  htto://www.allvirtualware.com

Impulse Japan(Japan)

  htto://www.impulse-io.net/

Axel Blume(Thailand)

  http://www.abiume.com/
Arab.Net Technology Ltd.(Saudi Arabia)

  htta://www.arab.net/arabtrans/
ATA Software Technology(UK)

  htto://www.atasoft.com/

Larry Smith

  http://members.tri od.com/Tar umatik/

Huajian(China)

  http://www.hjtek.com/newnew/products/pr
  oduct34.htm
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P GL24903

■第41回計算言語学学会年次大会開催案内■

41st Annual Meeting of the Association for Computational Linguistics(ACL 2003)

             URL:http://www.ec‐inc.co.jp/ACL2003/

ACLは 自然 言語 処 理 の 分 野 で は比 較 的 少 数 で 、 良 質 な論 文 が揃 うハ イ レベ ル の 国 際 会 議 と して 有 名 で す 。

規 模 も年 々拡 大 し、 米 国 フ ィ ラデ ル フ ィ アで行 な わ れ た 「ACL2002」 に は700名 近 い 参 加 が あ りま した。

「ACL2003」 は 日本 で初 め ての 会 議 で す の で 、 国 内 外 か ら多 数 の 論 文 の 応 募 、 ご参 加 を お願 い 申 しあ げ ます 。

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時: 2003年7月7日(月)～12日(土)

場 所:札 幌 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー(札 幌 市)

主 催: 計 算 言語 学 会(ACL)

協 賛: 言 語 処 理 学 会

General Chair:東 京 大 学 大 学 院 教 授 辻 井 潤 一(AAMT会 長)

締 切 日: 2/21/2003(登 録) ・2/26/03(論 文 投 稿) ・5/20/03(最 終 原 稿 提 出)

ワ ー ク シ ョ ッ プ ・チ ュ ー ト リ ア ル 等 の 募 集 要 項 、 そ の 他 詳 細 は 上 記 「ACL2003」HPを ご 覧 下 さい 。

お 問 合 せ 先:Local Organizing Chair-Prof. Kenji Araki, Hokkaido University

北 海 道 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 教 授 荒 木 健 治 Tel.(011)706-6534 Fax.(011)709-6277

E:mail:araki@media.eng.hokudai.ac.jp

URL:http://sig.media.eng.hokudai.ac.jp/araki

MT$蟻 齢i警IX

「第9回MTサ ミッ ト」 開催 の ご 案 内

 主催:AMTA(ア メリ力機械翻訳協会)

第9回 機 械 翻 訳 会 議"MT Summit IX"は 、 ア メ リカ南 部 ル イ ジ ア ナ州 、 ジ ャズ の メ ッカで あ るニ ュ ー オ ー

リ ン ズで2003年9月23日(火)よ り28日 まで 開 催 され ます 。

本号18ペ ー ジ に も英 文の 開 催 案 内 が 掲 載 され て い ます が 、 論 文 、 参 加 募 集 な どの 詳 細 につ き ま して は、 順 次

Webヒ で ご案 内 い た します の で 、 よろ し くお願 い 申 しあ げ ます 。

URL:http://mt‐summit.org

    http://www.amtaweb.org

主  催

開催期間

会  場

AMTA(Association for Machine Translation in the Americas)

2003年9月23日(火)～28日(日)

The Fairmont New Orleans(ザ ・フ ェ ア モ ン ト ・ニ ュ ー オ ー リ ン ズ)

123Baronne Street, New Orleans, Louisiana, U.S.A.

TEL:504-529-4725   FAX:504-529-4764

URL:http://www.fairmontneworleans.com
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、蓑細 霊 隙

AAMT Web作 成 ダ イア リー

株式会社富士通研究所 古川淳子

 こん に ち は!富 士通 研 究所 の 古 川 で す 。 リニ ュ ー

ア ル した ペ ー ジ は い か が で し ょ うか?AAMTの ペ

ー ジ の お手 伝 い を させ て い た だ きま した
。

 今 回 は ヒ ミ ツの作 成 日記 を皆 様 に お見 せ し ます ね。

読 み 直 す と、 くっ苦 しか っ たい えい え、 楽 しか っ た

作 業 が 、 い ま は走 馬 灯 の よ う に蘇 って き てい ます 。

2001年8月 ○ 日

 き っか け は 何 だ った の だ ろ う? 今 か ら思 う と な

ぜ 私 が?

 今 日同 じ富 士 通 研 に所 属 す るFさ ん か ら 「Web

ペ ー ジ を リニ ュー アル した い の で す が 、作 っ て も ら

え ます か?」 と言 わ れ た 。 「い い で す よ一 。」と軽 く

返 事 を して し まっ た け ど、 も しか して近 くの 席 だ っ

た か ら声 をか け た の か しら?え っ 、 そ れ っ て た また

ま?

2001年9月 × 日

 デザ イ ンは ア ジ ア な感 じを出 した い な。 い ろ い ろ

なパ ンフ レ ッ トとか写 真 を集 め て イ メ ー ジが 固 ま っ

て き た け ど。 お っ、 スペ イ ンの サ ミ ッ トに持 って い

くか ら英 文 ペ ー ジの 試 作 も渡 さ な くて は 。 で っで き

て な い 一 。 で も何 とか 間 に合 っ た ら、 ア メ リ カが テ

ロに 。 。 Fさ ん 海 外 出 張 中 止 。 が が 一 ん! 用 意

した 資 料 が で もそ れ よ りも ッ イ ン タ ワー が 。 。 。!

2001年10月 某 日

 「そ ろ そ ろ、 き ち ん と項 目 決 め ま し ょ うか 。」「そ

うです ね。」と言 い な が ら さ ら さ ら と時 間 が 流 れ て い

くの を感 じる。 ほ ん と、 さ ら さ ら一 っ と。

2001年11月 △ 日

 「そ ろ そ ろ 」。。 。 さ ら さ ら 。 。

2001年12月 末 日

 か な り停 滞 して い る。 と りあ え ず ドメ イ ンaamt.

infoだ け で も取 ら な くて は! 今 日初 め て 事 務 局 に

電 話 を か け た。 「高 田 で す ～あ らあ ら、 よろ し くお

願 い し ます ね。」 感 じの よい(面 白 そ うな)方 だ っ

た。 よか っ た あ。

2002年1月 元 旦

 あ け ま して お め で とう ご ざい ます 。 しか し、aamt.

infbの 日の 出 は ま だ遠 い 。 。 。

2002年2月@日

 初 め て 委 員 会 に 出 席 。 「よ ろ し くお 願 い します 。」

し一 ん。 試 作 ペ ー ジ を プ レ ビ ュー した が 、 し一 ん 。

デザ イ ンの趣 味 悪 か った の か しら? 心 配。

2002年3月 ◇ 日

 井 佐 原 委 員 長 の指 揮 下 全 体 の構 想 が練 れ て きた感

じ。

 K氏(NEC):「 本 来Top Pageと は グ ロ ー バ ル

な もの で あ るべ きな の で は 。 。 。」

 S氏(沖 電 気):「infoド メ イ ンを プ ロバ イ ダで

使 え な い の な ら 別 サ ー バ か らURL飛 ば し をす れ

ば 。 。 。」

 Y氏(シ ャー プ):穏 や か に ほほ えみ なが ら う な

ず い て い る 。

2002年4月#日

 Webに の せ る 会 長 の 写 真 が 送 ら れ て きた 。 初 め

てお 顔 を拝 見 。 革 ジ ャ ンな ん て カ ッ コ イ イー! は

に か ん だ笑 顔 が い い で す ね 。

2002年5月 吉 日

 ⑫AAMTペ ー ジ(仮)開 設! パ チ パ チ パ チ 。。。

しか し、 喜 び も束 の 間。 こ の 日か ら東 芝 ・1氏 の 炎

の 指 導 が 開 始 され た の だ っ た。

 あ あ 、 今 日 もた く さんの 修 正 依 頼 メ ー ルが 。 。 。

「ス ペ ル ミ ス、 デ フ ォ ル トペ ー ジindex.htmに は

ダ ミー デ ー タ を、 タイの イ メ ー ジが 表 示 され ない

etc.etc.
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*** リニ ュー ア ル され たAAMTホ ーム ペ ー ジ***
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 メ ー ル ア ドレスの 部 分 は<A HREFニ"mailto:..

〉 を つ け た ほ う が 、message-j.htm英 文 ペ ー ジ と

配 置 が 異 な る な どな どな ど、 等 々」

 "1コ ー チ"、そ う呼 ば せ て くだ さい1

2002年6月 ☆ 日

 今 日 も メー ル を開 くと 「東 芝 の1で す 。」あ あ 、 コ

ー チ
Q。

 「古 川 さん だ け で は 間 に合 わ な い か も しれ な い 気

が す る の です が 、大 丈夫 で し ょ うか!?」

 私 も心 配 です 一。 間 に合 わ な い か も。 な ん て 弱気

を言 っ て は い け な い! 休 日に集 中 して作 りこ み だ 。

そ して延 々突 貫 工 事 の よ うな作 業 が続 く。

6月20日

 総 会 前 日。 フ ァ イ ル を 完 成 さ せ てupし な く て

は! しか し、 午 後 か ら会 社 の創 立 記 念 日の ボ ー リ

ン グ大 会 が 。 。 「ス トラ イ ク!」 っ て場 合 で は な 一

い 。 途 中 で 抜 け 出 して 戻 る とや は り トラ ブ ル の 連

続!! だ い じ ょうぶ? 明 日の 本 番 。

わ った 、 ほ ん と う に終 わ っ たん だ。 や っ た 一、 や っ

た 一 、終 わ っ た 一!!!

2002年 夏

 1コ ー チ

 事 務 局:

委員長

「修 正 とTOPICSの 掲 載 と。。。。。。。。」

「編 集 委 員 会 に も出 て くだ さい ね ～。

AAMTのLOGO作 成 もね 。」

「Webペ ー ジ作 成 の 記 事 書 い て くだ さ

い。 日記 風 が いい な あ。 ジ ャ ー ナル の

表 紙 ア イ デ ィア も ね。」

 あ ～あ1終 わ って い なか った の で す!!

 で も、 長 か った 夏 も終 わ り、 季 節 は秋 に な りま し

た 。

 四 季折 々変 化 す るaamt.infoを こ れ か ら も ど うぞ

よろ しくお 願 い い た します 。

6月21日

 そ して 総 会 本 番1リ ニ ュー ア ルペ ー ジの 紹 介&公

開 を井 佐 原 委 員 長 が 発 表 。 私 も少 し緊 張 。 フ ァ イ ル

が 開 か なか った ら、 、 、 、 あ あ あ 、 、 ス ク リー ンに

映 し出 され た! そ こ には なぜ か ピン グ ー(ペ ンギ

ンの 人気 キ ャ ラ)が? 委 員 長 の デ ス ク トップの 壁

紙 か わ い い で す 。

 無 事発 表 も公 開 も終 了 。 肩 の 荷 が 降 りた 。 ふ ふ 、

締 め切 りに 追 わ れ る作 家 の 気 分 に似 て い る。 で も終

轟 、

URL:http://www.aamt.info

編集後記

AAMTジ ャーナル編集委員会委員長 井佐原 均

 AAMTジ ャーナル33号 はいかがでしたでしょうか?

「新 しい酒は新 しい皮袋に入れよう!」 というわけで、お気付 きのように今回からAAMTジ ャーナルの表

紙デザインを変更 しました。 このデザインは、ホームページを作成 していただいた古川さんに考案 してい

ただきました。縦に走 る直線はアジア各国の文化や言語 を表 し、横 に走る直線はそれ らを結びつける機械

翻訳を表 しています。。。 (はたして、真相は1?)

 さて、前号の編集後記で、これからは英語の記事 を増や してい くと書きましたが、本号で も4件 の英文

記事を掲載することが出来ました。これからもアジア全体を対象とするAAMTジ ャーナルを目指 し、新 し

い企画なども考えていく予定です。ご期待下さい。

一45一
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